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第 2部

職員の震災活動の手記

災害現場から

バニック対廊できす！

西消防署警防第1係消防士長藤原雅広

仮眠中に「刀ン・ガン・刀ーン」と言う音と共に

身体ガ激しく揺すられ起き上ガれす何ガ何だガ分ガ

らな力つだ。

揺れガ治まつて力ら事務室へ行くと停電し、薄暗

く非常灯だけガついていた。この明ガりを頼りに事

務室内を見ると、ロッカーは倒れあらゆる机の引き

出しガ飛び出しコピー機ガ落下いているのを見て大

災害への危機を感じだ。

やガてガス漏れによる警戒出場指令により消防夕

ンワ車が出動、続いて2台の救急車も出動して行っ

だ。私は当日／＼シゴ車の乗組であつだので残留員と

なつだ。非番職員への電話連絡と考えだガ「ガス臭

い」「家ガ倒れ生き埋めになっている。」等の駆け込

み通報者ガ事務室へ入って来だので、受付へ行き駆

け込み通報の対応に当った。

受付へは、ガス漏れ、家の堕壊による生き埋め者

の発生、外傷患者の発生ガ主なものであつだ。まだ、

額・顔面ガら血を流し見るのも無残な姿で駆け込ん

で来だ人ガ多数あつだ。

「消防は何もせんの力。」「私を見殺しにする気ガ。」

「何回も来ているのに、生き埋めになっている者ガ

死ぬやろ．／」【バカヤ□ー】等の罵声を頭ガパニック
になるほど浴びせられだ。この状況に自分一人で対

応するのは本当につらく、残留員でなく出場しだカ

つだと真に思つだ。

し力し、仲間も現場で一生懸命頑張つているのだ

と自分に言い聞力せ、この苦情及び通報内容を一件

一件処理し内容を應I至に記録、通信指令室と災害対

策本部へ報告しだ。

夜明けと共に駆け込み通報は減少しだ。合後この

様な大災害はあってほしくはないガ、もしあれば消

防署への駆け込み通報は應1す多数あると思われる。

残留員による情報の収集、傷病者への応急処置等

を考慮すべきと考える。



新任にして大体験

西消防署警防第2係消防土的場吉彦

私の育つだ町には来ないと思っていだ天災ガ、消

防に入って問もない私にふりカガつだ。非番で家の

3階に寝ていだ私は、「ドーン」と言う音と共に縦に

横にと激しい揺れで叩き起こされだ。家族の安全を

確認後署へ行力ねばと思っだ。車も自転車もi到れブ

ロックに押し潰されていただめ自力で署まで走つて

行くし力な力つだ。

無我夢中で走つだ。署に着いてすぐ受付で市民の

駆け付けの対応に当つだ。「合消防車は全車出動して

います。順番に職員ガ対廊していますので…」と状

況を説明しても皆パニック状態であった。「早くせん

ガ！！」と私の胸くらを懃む市民もいだ程である。

「家屋留壊に伴う生き埋め発生」との指令ガはい

り、いよいよ現場活動に加わるのだと気を引き締め

だ。

目的の現場に着くと私は目を疑つだ。何と2階建

てのアパートガ1階建てになっているではないか

この下に人ガ、ガスガ漏れている音もする。早く助

けねばと気ガ焦つだ。少ない資機材で声を頼りに恐

る恐る床を捲る。

崩れだ土を堀り起こす度に砂塵ガ舞い上ガり目も

喉も痛い。

周囲の市民の協力を得て3名の子どもを救出しだ。

し力し、この子ども達の親は手を宙に差し出すよ

うにして死んでいだ。子ども達を守るだめ限界まで

身体をはつだのであろう。悲しみと絶望感ガ沸いだ

ガ救助活動はまだまだ続いだ。

数々の救助活動力ら感じだことガ数多くあつだ。

1つには消防学校で学んだ消防組織法、消防法の任

務目的を身体で感じることガできだ。まだ、先輩方

の姿力らチームワークの大切さを学んだ。人と人と

の助け合いの美しさ、自然力の驚異等…不幸で最悪

の出来事であつだガ、今後の私の消防人生に大きな

影響をもだらすものと信じている。この経験を基に

消防の役に立てる人間になる様努力しだい。
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「我が家の全壊を顧みす防災活動」

西消防署宝松苑出張所詈防第1係消防司令補椙田 省三

激しい揺れにベッドガらだだき起こされだ。

足の踏み場もない事務所。消防車も車止めを越え

て移動している。急いで車載無線機のスイッチをい

れる。街の明ガりも暗く妙に静まりガえつていだ。

車で通りガガりの人力ら、蕩本方面でガス臭ガし

ていると通報ガあり、確認の為出動。

無線の対応ガ無い。走行中高司5丁目の建物火災

を受信、ガス漏れも気になるガ火災現場へ向力う。

停電で街は真つ暗、市役所を通過して力ら道路の状

況ガ悪く感じられ、白らみ始めだ東の空の下に普段

と違つだ街並みガ現われ始め、事の重大さに身の引

きしまる思いガしだ。

幸い火災は大事に至らす消火ガできだガ、付近の

消火栓は全部ダメで、本管1カ所の消火栓ガら取水

できだのガ幸運だっだ。

消火作業中、隣の牧舎で父親が不明という駆け付

け通報ガあり出動。牧舎が到壊、乳牛は索なガれだ

まま下敷きになったり、付近をウロウロしている。

息子の呼び掛けに応答ガあり救出にむけて屋根を

破り稲ワラを取り除く。見る閻にワラの山ガできる。

もどかしい、もうもうだる埃の中マスワも無い。

暉び掛けも乳牛の呻き声に掻き消されてしまう。

天井や梁、柱のだめ近づけない、バールやガン胴ノ

コギリでは歯ガ立だない。救助工作車からエアーマ

ットを取り寄せようやく救出。救急車で病院搬送と

なつだガ、人間だけでなく他の動物も多く犠牲にな

つだと思つだ。

その頃ようやく本部の無線による指示が入り始め、

順次救出現場に向ガつだガ、家の建ち方や方向によ

り損壊の程度ガ違う、大きな入母屋の瓦葺の家はほ

とんど全壊であった。

太い梁、柱ガ無残にも表れ、背筋ガ寒くなるのを

覚えるガ、救出に時間ガカカる。早朝のだめ布団の

中の人ガ多くその上に瓦や壁土、梁、柱等ガ積み重

なつている。

布団ごと引きすりだす、身体に傷のない人、顔ガ

うつ血している人等いろいろだつだ。救出しても救

急車の手配ガできす、消防車で搬送する、家族や友

人ガ助死で呼び掛けるなか応急救護所へ搬送、ト

ンボ返りで次の現場へ向ガう。現場到着するも既に

付近の人達によって救出、病院へ搬送されているこ

とガ多く、いざという時、市民の協カガ無ければで

きない事を痛感しだ。

昼頃になつて家族の事ガ気になっだガ、連絡のな

い事は無事な事と思い、新だな救出現場に向かう。



途中雲雀丘方面で建物火災を受信、売布力ら中山

へ1日176号沿いは電柱ガ傾き6階建のピルガ道路側に

阻壊している。それを過ぎだ交差点ガら我ガ家を見

ると2階建ガ平屋になってあり、家族ガガレキのガ

だすけをしているのを見て思わす「皆無事力」と声

を掛けだ。長男ガ両手で「マル」を描いだ。

家は潰れだガ家族は無事と確認できだ。多くの倒

壊現場を見てきだため力、その時も悲應感等は感じ

す、気持は火災現場へと向いていだ。火災はボヤ程

度で消火されていだ。家屋や電柱の個壊、橋や道路

の陥没のだめ通行止や迂回路を確圏しながら署に向

ガつだ。

午後になると停電ガ復1日し、漏電カショートと思

われる火災が発生、現場は道路も狭く走行ガ困難と

予想しだ消火栓は使用不能、還くの溜め池に部署の

だめプロツワ塀の上を通り、障害物を取り除き現場

へ。目の前で黒煙ガ激しく上がる。気持ちはあせる

ガ車は進まない。市民の方の協力を得てやっと部署

できた。消火作業中も近隣の人が自宅のガスガ奥い

ので見てほしい、まだ、 l到れガカつだ家の節カイの

除去についても協力要請を受ける。撤収時にも電気、

ガス水道の復1日等の相談を受けだ。

夕方になってようやく災害の要請もおさまり出張

所待機となつだ。出張所は電気も復1日しており、 T

Vをつけると他都市の震災状況を放送していだ。当

市を上回る災害となってあり、燃えるままの火災、

倦壊しだ家々やビル、消火や救出を待つ人、遥難者

の人達、現有の消防力だけでは対応不可能な災害で

あつだ。

当市においては、市民の方々の献身的な協力によ

つて幸いにも当日中に救出ガ完了することガできだ。

この災害活動を通じて、救助資機材の不足を感じ、

災害に則しだ装備の肱要性を強く感じだ。この貴重

な体験を今後の活動に生力しだいものである。

市民の方も災害について圏識を新だにされだこと

と思う。この機会に自主防災組織の推進に努めなけ

ればならないと強く感じだ。

憎むべき大震災

西消防署詈防第2係消防土長宮本 政信

地震の起こっだ、 1995年1月17日05時46分は週休

日で神戸市の自宅の2階で就寝中であつだ。何ガ起

こっだのガ分からない、激しい縦横への揺れでびつ

くりして目を醒ましだガ立つことガできない、布団

をすつぼりとかぶり 1階で寝ている家族の名前を呼

ぶのガ精一杯だっだ。大型のプルドーザガ飛び込ん

で来だの力と思つだ。

揺れが治まつて直に飛び起き、家族の安否ガ気に

なり 1階へ降りるだめ廊下へ出て踊り場まで行くと

階段は無くなっていだ。ここ力ら家族の名を呼ぶと

元気な声で「皆大丈夫」と返つてきだが「でも、こ

こガら動けない。早く助けて」と次の声ガしだ。こ

れは大変なことになっている早く助けねばと気ガ焦

つだ。取りあえす2階南側の窓を開け外に出だガ、

1階部分ガ完全に留壊して2階建ての家ガ1階建て

の家の様になっているのを見て晒然となった。家の

凡＼配より家族、と頭を切り替え、家の中に入ろうと

しだが 1階の玄関及び窓は完全に潰れていだので、

2階の畳を捲り妻達ガ寝ているところへ行くことと

しだ。助死に畳を捲ろうとするガ、焦りと道具ガな

いだめ思うように作業は進まない。歯痒い思いをし

ていると、義父、義兄や近所の人達ガ来てくれ皆で

協力して無事に妻子を救出することガ出来だ。救出

してガら義父、近隣者共に六甲小学校の体育館に遥

難しだ。

その後、家族を体育館に残し倒壊しだ自宅に戻っ

近所の人ガら、「君のいとこの家ガ潰れて、生き

埋めになっているそうやで」と教えられだ。慌てて

行ってみると、近所の人ガ沢山いて倒壊しだ家の柱、

梁等を取り除きなガらいとこ夫婦を捜してくれてい

る最中であつだ。

私も直ぐに救出作業に加わり、だだ無事を祈つだ。

約1時間位経過しだころ、やっといとこ夫婦ガ見

つ力つだガ、祈りの甲斐もなく夫の方は、意識なく、

呼吸、脈拍も無しの状態でチアノーゼも出ていだ。
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人工呼吸、 1闊＼臓マッサージをしなガら、近隣を走行

していだ車を止め運転者にお願いして病院へ搬送し

だガニ度と目を醒ますことはな力つだ。

病院力ら学校の体育館へ戻って妻にこの話をして

いだところ、近くで黒煙ガ上ガつているのガ見えだ。

これは火災だと直感して、煙ガ出ている所へ行くと

消防識員が肖火作業をしていだので活動を手伝つだ。

学校へ再度戻ると、グランド内には人、車で溢れ

グランドの端で暖をとるだめ焚き火にあだっている

人達、ケガをしてうすくまっている人ガ多数いだ。

この光景を見なガら家族のいる体育館に入ると、

ここも人、人ガー杯で、皆ガ憔悴しきつだ顔つきで

座り込んでいだ。自分も同じような思いであつだガ、

「負けだらあガIv.／」と思い直し、今後のことにつ

いて、校長先生らと言舌し合つだ。

家屋等被害調査に従事して

西消防署専任職王幹消防司令長吉居 五雄

誰もガ「悪夢であれば」と思う大災害のショッワ

ガら末だ立直れない状況下、 3月力ら5月末までの

3カ月間、震災に伴う家屋、家財等の被害状況調査

ガ実施されだ。この調査は市税の減免措置の資料と

するだめに実施されだものである。

調査対象は、宝塚市全域（西谷地区を除く）約

60,000棟73,000世帯である。

調査員は、企業（約25社）のボランティア50名の

支援を受け、本市職員50名とのペアで50組ガ編成さ

れだ。消防職員も家屋等の調査へ延べ25名ガ、家屋

の損壊判定へ3名が従事しだガ、私もその一人であ

つだ。

缶朝、担当課員ガら調査地区ガ指定され調査をス

タートする。現地には、徒歩、公用車、リース車、

バス等を利用して指定されだ地域へ行っだ。

現地に着くと、家屋については、屋根、内外壁、

建具浴室等の被害チェックカらはじめ、家財につい

ては、食裾類、電気製品、家具等家財全般力らの被

害割合を自己申告の聞き取りにより調査しだ。

この調査期間中の市民の声等を一部紹介する。

1 倒壊しだ家屋の人を思うと気の雷で、私のとこ

ろはなんの被害もありません。ご苦労様です。（家

屋等に大なり小なりの被害ガ予想されるのに…）

2 ここも、あそこも見て、良く見てよ。（被害を少

しでも認めさせるべく。）

3 調査を終了して次の家屋へ移動中の我々を追つ

て、申告漏れがあつだと走つて来る人。

4 調査を終了しだ家屋でも、納得ガい力ないと再

調査を要請してくる人

5 震災力ら何日も経つのに調査に来るのガ遅い。

宝塚市の対応が遅い等不満を誰かこぶつけだい人。

6 調査時、家の中に入って細力く調査しな力つだ

と怒る人。逆に家の中に入っだと怒る人。

7 被災者証明書の全・半披の判定に対する不満を

言う人。



等、気持ちガ「休まる言葉」と「重苦しくなる言

葉」ガあつだ。

何はともあれ大変な3カ月であつだ。寒い日も雨

の日も休むことなく実施されだ。

雨の日は書類を濡らさないように気を使つだ。ま

だ、一日中歩き通しであり、中高層マンションの階

段の上り下りは足腰にこだえだ。

3月は、まだ風も冷だく、手ガガじガIvでボー）レ

ペンガ動力ない。震えなガら公園で昼食をとつだこ

とも。 4月は、桜の花や木々の花ガ咲き、疲れだlじ＼

を和ましてくれだ。 5月になると、さすかこ暑く汗

を力きなガらの調査となる。季節の移り替わりをじ

ガに腐で感じなガらの調査であつだ。

種々辛いことの多い仕事であつだが消防生活だ

けでは経験できないものガ沢山あつだ。

市職員、ボランティアの皆さんとのコミュニケー

ションガらこの調査に対する思いや、平素の仕事へ

の考え方等を学び取ることガできだ。

まだ、この震災では家屋等の物的被害よりも、精

神的ストレスの方ガ高いことガ良く分力つだ。

相手の立場に立つての接し方を学ぶこともできだ。

人災は防止可能であるが、地震災害は予測も防止

することも困難である。今後は、この大災害を教訓

にして、物心両面の備えが必要である。

「二度とこのような大災害はあってほしくない」

と切実に思う。そして、この様な調査ガニ度と実施

されないことを祈る。

「紙コップ1杯の水」
東消防署米谷出張所誉防第2係消防司令補 礼唇量iIE叉［

自宅で就寝中に激しい揺れで目を覚まし、家族の

無事を確認しだ後勤務先の米谷出張所に向かいまし

だ。

6時15分、出張所に着くと当務隊は既に出動して

あり、作業服に着替えてガレージに出ると付近の住

民ガ「子どもガ生き埋めになっている力ら早よ来て

くれ」「ガス臭くて爆発しそうや」などと叫びなガら

次々と駆け込んで来ましだ。

しばらくして非番員4名で小隊ガ編成され、出張

所からタンワ車で出動しましだ。

8時18分、売布東の町で老人が倒壊した家屋の下

敷きになっているという情報をもとに混乱のな力で

現場に到着すると、 i倒壊というよりは爆撃でも受け

だような惨状で瓦礫の隙間力ら老人の濃い紫色に変

色しだ足先だけガ見えていましだ。

一生懸命に瓦礫を取り除きましだがノコギリと

バールでは思うように進みません。そこへ近隣の造

園業者ガワレーン車で応援に駆け付けてくれ、やっ

との思いで遺体を引き出すことガできましだ。

引き続き11時18分、芦屋市への応援出動指令を受

けましだ。宝塚市はもう大丈夫なの力と気に掛ガり

ましだガ、芦屋市は余程ひどい状態なのだろうと思

いなガら向力いましだ。

西宮市内に入り、国道171号線を走行し門戸の高架

橋に近づくと阪急電車の線路上に高架橋ガ落下して

あり乗用車ガ途切れだ高架橋の下に落下横転してい

るのガ見えましだ。

迂回を重ねて国道43号線に入ろうと右折すると目

の前に阪神高速道の高架道路ガ落下しており、この

凄ましい光景を目のあだりにして改めて今回の地震

の大きさと被害の大きさを痛感しましだ。

国道43号線は通行止めとなっていましだが、緊急

車両であるだめ現場の警察官ガバリケードを除けて

通してくれましだ。

芦屋市内に入ると被害状況は更に凄まじく、国道
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43号線は途中力ら走行できなくなりましだ。

止むなく住宅街の道路に入ると、いだるところで

家屋や塀ガ倒壊して道路を塞ぎ、芦屋市消防本部の

庁舎ガ近くに見えて力らも辿り着くまでに何度も迂

回しましだ。

12時20分、芦屋市消防本部に到着すると精道町の

3階建てマンションの火災現場に出動するよう指令

ガあり、広報車の先導で現場に急行すると1階部分

は完全に押し漬されてあり、 1階力ら3階までガ炎

をあげて燃えていましだ。

芦屋消防1隊が消火活動中で1階に逃げ遅れ1名

有りとの情報を得ていましだガ、救助の手だてもな

く消火活動に専念しましだ。

16時40分、芦屋市消防本部に引き揚げ、待機室に

案内されカンバンの支給を受けましだ。

思えば早朝に出動して力ら夕方まで全くの飲ます

食わすでしだので有り難くいだだきましだ。し力し、

断水のだめ飲み水はなくやっと手に入れだ紙コップ

1パイのミネラルウォーターを隊員4人で分け合っ

て飲みましだ。

次の出動は、津和町の木造家屋の個壊現場との指

令を受け現場に急行しだガ、街区全体の家屋ガ倒壊

している状態でしだ。

家屋の下敷きになっている2名の遺体を家族の案

内で確認しましだガ重機の手配もつ力す、人力では

どうすることもできないだめ、遺体の収容を断念し

ましだ。何もできす、だだ遺体に向力つて手をあわ

せて拝むし力なく本当に価しい思いをしましだ。

この後、清水町の建物火災、宮川町の家屋留壊現

場に出動し、 23時40分に芦屋市力ら応援解除の指示

を受け芦屋市消防本部を引き揚げましだ。

帰路は国道2号線を走行しましだガ、道路は損傷

ガ激しく突然10センチ程の段差があったり、上力ら

は電気や電話線ガ垂れ下ガつていだりしており全く

気を抜けない状態でしだ。交通渋滞もひどく、翌18

日の2時16分にようやく米谷出張所に婦り着き長い

1日を終えましだ。

歯痒い救助活動

東消防署救助第2隊消防司令補芝： 雅視！

非番日であつだ1月17日午前5時46分、自宅（三

田市）で就寝中「ゴー」という音で目ガ覚めだ。

その時、激しい揺れガ襲い「あつ地震だ」と思っ

だガ起き上ガれず、だだ布団の中で揺れが治まるの

を待つことし力できな力つだ。

ラジオのスイッチを入れると、「ただいま関西地方

で地震ガありましだ、大阪、京都ガ震度4、神戸の

震度はまだはいっていません。」とのアナウンサーの

繰り返しであつだ。

まだ夜も明けていない中、家を出て自宅及び付近

の住宅の被害状況を確ガめだガ、 i到れている家はも

ちろ似屋根瓦のすり落ちている家も周囲にはなく、

これは大阪方面ガ震源地力と思つだ。

6時半ごろ家に戻ると、妻ガ震源地は淡路島で、

神戸ガひどい被害らしいと言うので、「会ガら仕事に

行く」と自宅を自家用車で出掛けだ。

これガ厳しく、長い長い一日の始まりであつだ。

三田市力ら宝塚市北部の西谷地区を通つて勤務地

に向力つだガ周囲の家は昨日と何ら変わらずに被害



は見受けられない、まだ早い時間帯であったので車

の数も少なく、スムーズに十万道路を越えて御殿山

の市民会館を過ぎだ付近で、私の目の前に2階建て

の住宅ガ道路上に倒壊しているのガ飛び込んできだ。

歌劇場前交差点力らI日国道を東に向力つだガ、川

面、清荒神、売布地区の道路沿いの木造住宅は被害

が激しく阪急中山駅南側の交差点で渋滞の中、鉄骨

のマンションガ傾いている姿を見だとき、これは神

戸もひどいガもしれないガ、宝塚もひどいと体の震

えガとまらなガつだ。

8時前に消防署に到着、多数の市民ガ頭や腕から

血を流し食堂や事務所にうすくまつている。

職員の「もうパニックです。」の声に末曽有の大惨

事だと悟つだ。

東署の受付に指揮本部ガ設置されてあり、地図上

救助要請を示す付箋ガニ十数枚貼りつけてある。ど

れ力ら手を付けよう力と思っていだとき、駆け付け

てきだ市民ガ「個れだ家ガら煙ガ出ている。」と通報

してきだ。

地震の後は火事ガ一番怖い、神戸ガ今その状態だ、

非常参集してきだ職員5名で小隊を編成しポンプ車

で出場しだ。口谷地区で倒壊して道路を塞いだ住宅

のガレキの問力ら黒い煙が出ている。早速、｝肖火栓

に部署、ホースを延長して消火活動を実施、このと

き消火栓は使用可能であつだ。その後、木造2階建

て住宅や共同住宅の倒壊による救出活動を行っだ。

ポンプ車に積載している蚕具は、バール、ノコギリ、

ジャッキだけであつだだめ、人洒戦術により、付近

住民ガらジャッキを借用し、崩れだ棟木、家具等を

持ち上げ要救助者を引きすり出しだ。

しガし、これでは令現在の要請事案をすべて完了

することはできないと判断し、せめてチェーンソー

をと思い一旦帰署し資機材の調達を行つだ。

その後、一つの救助現場活動ガ終了すれば、次は

あそこも、ここもと救助要請ガ相次いだ。

本部からも、「00地区倒壊現場へ向ガえ」と遍続

して指令ガ出だガ、十分な救助拐具の無いままでの

移動が続いだ。焦りの中で、「生きていてくれ」の願

いをもって救出活動を続けだ。
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11時18分、現場にいだ他隊に芦屋市への応援出動

ガ指令され、私の隊には「00地区アパートの倒壊

現場7名ガ生き埋め。救助に向ガえ」との指令ガあ

り現場に出動しだ。

1階部分は完全にペシャンコであり、都市ガスガ

瞬出している状況下で救出活動を実施、あと1名の

救出作業中、北側の住宅力ら黒炎ガ上昇しているの

を発見、「火事だ！！」救出活動を中断し火災防ぎょの

だめ、消火栓に部署しだガ、水ガ出ない「断水だ」、

し力し防火水槽と池を頼りに中継体制で防ぎよ活動

を行い、 2棟の焼損でくい止めることガできだ。

過報のあつだ救助要請については発災後9時間を

経過しだ15時にはほぽ終了をみることガできだガ、

いだる所でガス臭ガ立ちこめているだめ広報活動を

行った。

し力し、正確な情報を市民に伝達できない歯痒さ

ガら現場では感l胄的なトラプルも発生していだ。

24時、厳しく長い1日が終わっだガ、救助活動の

疲労感と興奮とガ入り乱れ、汚れだ体を洗うことも

出来す寒さに震えなガら、まさ力起こることはない

という我々のあごりと地震災害に対する無力さを1じ＼

から反省しだ。

令回の災害活動で得だ教訓を今後に生力すことが

われわれの使命であることをいつまでも決して忘れ

てはならない。いや決して忘れられないであろう。

感動を1枚の写真に
東消防署雲雀丘出張所警防第2係消防司令補弓可陀； £、IE
門をくぐると、数年前に見だ荘厳な寺院は無残な

ガレキの山と化し、目前に大きく立ちはだガつてい

だ。

先着消防隊など力ら情報を収集、 2名ガ死亡、 1

名ガ生き埋めとのこと。

地震発生力ら、すでに5時間は経過している、要

救助者は、 1階で寝ていだ高齢の女性、あまりにも

悲惨な倒壊状態力ら生存の可能性はないと思つだ。

消防署、消防団合同で救助作業を開始、チェンソ

一、チルホール等を駆使しi到壊物を取り除くガな力

な力作業ガは力どらない。

寺院の屋根、建物ガ大きく東にすれi到壊している、

ゃっと1階に到達しだガ要救助者を発見することガ

できなガつだ。

現状の破壊担具、人員では救出できない無理であ

るとの声があガつだ、いだすらに時閻ガ経過して行

く、早く救出しなければ..。

救出場所を西側に修正、再び倒壊物を取り除く作

業を開始しだとき、火災を傍受、作業を中断し出動

する。幸いボヤ火災だつだので、匿ちに引き揚げ、

救出作業を再開する。寺院の太い柱、裸木等ガ作業

を拒んだ、チェンソーの刃ガ摩耗し切れない、活動

は困難を極め隊員達ガ疲労し始めだ。

そのとき、 1人の消防団員ガ、小型パワーショベ

ルでガレキの山を崩し、次々と倒壊物を取り除き始

めだ、流石に早い、近くの工事現場のものだそうだ、

みんな疲れていだガ疲れがふっとんだような気持ち

になつだ。

小型でも人間の何十倍もの力で倦壊しだ柱等をい

とも簡単に取り除いて行く、しかし生存している可

能性もまだ捨てきれない、バリ、バリと音ガするだ

びに「慎重に」「気を付け．／」と作業に声を力けあっ

だ。

1階で寝ていだとの情報力ら、要救助者はガレキ

の底部と考え作業を進めていだが、予想に反して、

刀レキの上部で布団の様なものを発見、ベットと判

明しだ。

念のだめに消防署員ガ「あ婆ちゃん」と唖び力け

だ。

「痛い、痛い…。」、生きているみんな驚いだ／

i到壊物の少しの空間にうまく体ガ入り、まだベッ

トガワッションになったのだろう、奇跡だ。

「頑張れ．／」「もう少しの辛抱や．／」と声をかけな

ガら、慎重に倒壊物を除去、ほこりをかぶつだ体ガ

見えだしだ…。

救出．／何時の間にかみんなガ拍手を送っていだ。



この感動を残しだい、忘れてはならないとカメラ

のシャッターをきつだ。

平成7年1月17日、悲惨で虚しい震災活動のなか

つ力の間、やすらぎを覚えだ。

出勤する前に救出を求められて

西消防署宝松苑出張所警防2係消防土長 WEB 偲t--

1月17日「ゴオー」という音と共に突き上げられ

るような感じガし、横揺れガしだ力と思うと「バリ

バリ」とガラスの割れる音や柱ガ軋んで裂ける音ガ

して生きだ心地ガしなガつだ。とつさにこれは普通

の地震ではないと恐怖l伽＼ガ沸いだ。数秒間は悪夢を

見ている様で身体を動ガすことガできな力つだ。

残念なガら正に現実のことであつだ。余震に備え

て早く家族を安全な場所に連れ出さねばと行動を起

こす。襄室の敷居ガ頭の所まで垂れ下ガり、手で開

けようとしだガ襖は動力ない、とつさに足で襖を蹴

破り先に妻を庭に避難させだ。次に子ども達の安全

を確認するだめ真つ暗な中、手探りで壊れだ階段を

上ガり長女に「大丈夫力」と声を掛けだところ、「あ

父さん助けて、タンスに挟まれ逃げられへん。」と叫

んだ。室内に入ると、タンスとベッ1--の間に長女は

挟まれていだ。直くタンスを持ち上げ、その隙に長

女は危機をのガれることガできだ。

長男は自力で室ガら出てきだので2人を連れて妻

の待つ庭へ避難しだ。多くの人ガ屋外に避難してい

だ。

自宅の裏に住んでいる姉の家族の事ガ気になり様

子を見に行くと、プロック塀ガ留れているガ家族は

全員ケガもなく無事であつだ。一安1飢＼していると、

遠くガら「助けて下さい。」と私の方に女性ガ走つて

きだ。

事情を聞いてみると、「隣の伯田さんの家ガ潰れ、

5人ガ生き埋めになっている。」とのことであつだ。

私は、まだパジャマのままで素足にスリッパとい

う姿であり、非番召集のことも頭をガすめだ。公の

活動力、目の前の災害かと一瞬躊躇しだガ、目前で

助けを求めている人を見捨てる分けにはいガぬと判

断。その女性の後を追つだ。

その家は完全に割壊し屋根しガ見えない状態で、

近隣の人々ガ屋根瓦を取り除き胞＼死に救助活動をし

ていだ。まだ、消防車ガ来ていないので米谷消防出

張所へ駆け込み通報し、消防車に同乗し再度現場に

戻つだ。

現場に到着しだ時には既に2名は救出されてあり

3名がまだ家の下敷きになつだままで、救助されだ

2名ガら寝ていだ場所を聞くと「家の北側です。」と

答えガ返つてきだ。

救助作業を開始後しばらくしだ時、なにやら女性

ガ叫ぶ声ガ聞こえたように思つだ。皆に「静かこ」

…、「助けて／」とはつきりと聞こえだ…。「生きて

いる。．／」「生きている．／」と救助に当だっている人々

ガロ々に言つだ。一気に救助活動が活気づいだ。し

力し、手作業ではな力なガ思うように進まない。

他に手はない力と思いを巡らしだ結果、クレーン

車での救出を考え、近くで作業していだ楢木職人に

近隣の重機リースに行って借りてくるように頼んだ

クレーン到羞までの間、下敷きになっている女性に

「直ぐに助ける力ら、元気をだして．I」と励まし続

けだ。クレーンガ2台到着しだ。ワレーンの力でこ
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の女性は無事に救出することガできだ。皆の顔に一

瞬笑みガ零れだし力し、まだ2名の救出ガ残ってい

る。皆の顔ガ引き締まつだ、先に救助しだ女性ガい

だ横の位置で梁の下敷きになっている2名を発見し

だ。直くに救出できだガ、下敷きになって力ら数時

間ガ経過しており、暉吸．脈無し最悪の状態であっ

だ。可愛い子供と中年の男性、孫とお祖父さんであ

ろう、私は、倦しさと悲しみに胸ガしめつけられる

思いガしだ。

この後も家屋倒壊に伴う生き埋め現場へ米谷出張

所職員と出動し救助活動に当だっだ。救助活動は13

時頃まで途切れることなく続いだ。生存で救助でき

だ現場、できな力つだ現場さまざまであつだガ、こ

の救助を過じて良い経験を積み学ぶことも多力つだ

と思う。

特に、一般市民による自主防災組織の重要性、重

機等の整備、情報ネットワークの充実、県外ガらの

応援協定システムの構築等の應要性を痛感しだ。

「悪夢！！終わりなき小隊活動」

東消防署中山台出張所詈防第1係消防司令補 還翡泰 聡恩

...... 5時46分・・・・・・

仮眠中に突然の激しい揺れ、それも今までに体験

しだことのない下ガら突き上げるような揺れであっ

だ。

最初は「自動車ガ庁舎へ飛び込んできだ。」と思っ

だ。「ゴー」という地鳴りとともに、激しい振動ガ襲

ってきだ。ベッドガら上半身を起こし、両手でベッ

ドの枠をつかみ体を支えるのガ精一杯で全く動く

ともできなかっだ。

・・・・..5時48分・・・・・・

激しい揺れガようやく治まり、ベッドから出ると

停電していだ。暗やみのな力を1階の事務所へ行き、

懐中電灯の明力りで全員の顔を確認しだ。激しい地

震、直後の停電、し力し通信指令室ガらの指令も本

署ガらの連絡もない。とに力く情報収集をしなけれ

ばと思い、車載の発電機でテレビをつけ、無線を開

局すると共に、全員出動準備をしていだ時、無線カ

ら南部出張所管内、高司4丁目「00」付近の火災

ガ流れてきだ。

・・・・..5時53分・・・・・・

これだけの激しい地震直後の火災、し力し出動指

令ガない。電話連絡も全くとれない。これ以外に災

害は起こっていないのだろうカ・・・なにガ大変な

ことガ起こっているのでは・・・言い様のない不安

を感じなガら・受け持ち区域の巡回と、次発火災の

出動に備え28-PM（ポンプ車）、 17-TM（タンク

車）の2台の車両に7名で分散乗車し出動しだ。

無線で本部に出動を連絡するガ、応答ガない。

に不安が強まる・・・中山台出張所の周辺は、ブロ

ック塀の倒壊や家屋の損傷もなく、阪急バスも走つ

てあり特に変わっだ様子はな力つだガ、中筋山手ま

で来ると強烈なガスの臭いガしてきだ。そして阪急

中山駅東側の踏み切りを渡ると周囲の状況は一変し

だ。



・・・・..5時57分・・・・・・

道路には亀裂ガ入り両側の家屋は個壊している。

多数の住民ガ茫然と立ちすくんであり、数人ガ消

防車に向力って走つてきだ。直ちに停車しだところ

「2人ガ生き埋めになっているので救出してほしい」

との要請ガあつだ。

・・・...5時58分・・・・・・

救出活動にとりカカろうとしだとき、一人の男性

ガ走つてきだ。「国道沿いのS自動車ビルガ倒れ力け、

火災ガ起こっている。直くに来てくれ。」と言うこと

であつだ。一瞬、頭の中ガ真つ白になつだ。目の前

の倒壊しだ家屋の下には2人ガ生き埋めになつてい

る。そして200メートルと離れていないビルで火災ガ

発生している。とりあえす、ポンプ隊4名で救出活

動を続行するよう指示し、タンク隊3名でS自動車

ビルヘ急行しだ。

r̀ 9 、̀... 5ゞ
・・・・・•5時59分・・・・・・

S自動車ビルに到着すると、ビル1・ 2階ガ留壊

してビル全体ガ北側に大きく傾き、北側道路付近の

3階開口部力ら炎ガ出ていだ。周囲には消火拒ガ5、

6本散乱してあり、 4階の窓力らはビルの住人が助

死になって逃げ出しているところであつだ。

ビル北側の消火栓に部署しだが、この時すでに断

水していだ。タンク水のみ放水しだ後、阪急中山駅

の防火水槽に移動し水利部署、 2名でホース16本を

延長し、消火活動を実施、 6時40分頃に消火しだ。

一方、家屋倒壊現場の隊は、人員、資機材の不足

に苦しみながらも、付近住民の協力等により、 7時

58分に1人を救出、続いて8時53分に2人目を救出

しだ。 1人目は生存していだガ、 2人目は既に死亡

していだ。

救助活動にあだつだ隊員は、大量の瓦礫に対し、

バール、トップマン、のこぎり等の資機材で立ち向

カい約3時間で2名を救出しだ。

この後も、両隊とも数件の救助活動に出動しだガ、

地震直後は、まさガこれほどの大災害ガ起こってい

るとは思わな力つだ。

合までに体験しだことのない大きな地震であつだ

ガ、中山台出張所の周辺で家屋留壊や道路の地割れ

などガ全くな力つだだめ、だつだ2キロしか離れて

いない阪急中山駅周辺の惨状を見だ時は、驚きを通

り越し悪夢を見ている力のようであつだ。

特に、合にも倒れそうな状態で炎上していだS自

動車ビル、まだ、八幡神社や妙玄寺をはじめ多数の

家屋ガ堕壊し住民ガ賜死で救助を求めていだ様子は、

出動しだ隊員一人ひとりの瞼に強く焼き付いている。

「防災の主役は市民」

西消防署栄岡出張所救急第1隊消防司令補 蒻問男 IE弐ミ

平成7年1月17日（火）午前5時46分、震災対策

想定を選力に越えだ都市匿下型「阪神・淡路大震災」

ガ起きた。

戦後、廃墟と化しだ街を、国民一人ひとりガ汗と

泥にまみれ、血の滲むようなひだむきな努力で築き

上げ、完全復興しだこの美しい街の大半ガー瞬にし

て崩壊され、未だこの震災の爪あとは、痛々しく残

り街の復興までには多くの時間を要する状況下にあ

る。

私は、災害の少ない街で生まれ育ち、生活してき

だ。

この地で生まれて、初めて自然災害のエネルギー

の甚大さに言葉で表現できない位の恐怖感を受け、

走馬灯のように悪夢ガ脳裏をかけ巡つている現状で

あるガ、震災後、未だ不自由な瑕境下、不安な精神

的苦痛を受け、避難生活を強いられている方々を思
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うと自分にとつて、いや私の家族にとっては、不幸

中の幸い、合生きている事にだだだだ感謝するとこ

ろである。

北洒道南西沖地震、雲仙普贅岳讀火災害を含め、

過去幾多の大災害ガ発生しだ時、自分自身ガ一度で

も被災者の方々まだ被災地に対してボランティア精

神を持ち実行していつだの力、だだだだ傍観者的な

立場であくらをガいていだのではなガつだの力。

この震災を通じどれだけの人々ガ被災者、被災地

に対して「愛の手」を差しのべていただいだの力。

それを思うと自分自身のちっぽけな人閻ガ恥＼す力し／

く自戒せねばいられない）叫＼境である。

当時のあらゆる関係機関、ボランティアの方々の

活動を顧みるならば、施設、医薬吊等ガ欠如しだ状

況下で、多数の死傷者に対して「尊い命」の救命活

動に全力を傾け取り組まれだ医療関係者、連日連夜

ライフラインの一日も早い完全復1日を目ざして努力

をいだだいだ公共機関の方々の活動状況。

まだ、この震災で犠牲者となった家族を現場に残

し、被災者のだめその強い使命感、責任感で災害現

場に立ち向ガい、空しくも過労死されだ消防団員の

方、更には、）図＼豊力な一般の方々のボランティア活

動。どれをとつても心の奥底力ら手を合わせ「あり

ガとう、ご苦労様」でしだと敬意を表し、人間愛の

すばらしさを根底とし一生忘れることガできないEl々

であつだ。

一方、行政機関に目を向けると市地域防災計画を

見直し、本計画各章における方策、運用の確立を目

ざし、生きだ計画を推進せねばならない。

消防としても、この震災を通じて反省すべき問題

点は山積みされてあり、各分野における対策の確立

には時間を要するところであるガ、市民の生命、財

産を保護する上にも組織をあげ早期確立を函らねば

ならない。

特に救急分野にあいては、救命処置を肱9要とする

楊病者に遭遇しなガら通信手段ガ途絶しだだめ、医

師の具体的な指示を得られず救命処置ガできな力つ

だ事実。火災時には、ライフラインガ途絶し十分な

活動ガできないことは当然予測される明白な事実。

なぜこれらも含め制度化されな力ったの力‘と断陽

の思いガ残るところである。

最後に「防災の主役は市民、行政は市民の行動を

支援する。」このことを阪神・淡路大震災は教えてく

れだ。

¥.. 
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「救える命を救うだめには」

西消防署 救急第2隊 消防司令補 山田 茂樹

何やら寝苦しい夜であった。大きな「ゴー」と言

う地嗚りガ聞こえだ。こんな時間に飛行機ガ落ちだ

の力と飛起き同室で寝ている妻、次男の体にかぶさ

つだ。

その直後に下力ら突き上げられ、更に東西に大き

く揺れだ。ジェットコースターにでも乗っているカ

のようであった。この世の終わりか／日本沈没かI

長く感じだ。

余震ガ続くので妻と二人の子供を誘導して屋外へ

出だこの時、自分は一般市民なの力、いやそれ以下

ガもしれないと情けない思いをしていだ。

それは、寝室には服はなし、懐中電灯もなし、頭

を保護するヘルメットもなし「備えあれば憂いなし」

の言葉は市民の前での格好づけでし力な力つだのガ

゜
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しかし、我は消防職員なりと気を引締め、近隣者

への安全確圏と火の元点検そしてガスの元栓を閉め

るよう指導する。幸いにして近隣者に負傷者はなく

家のi到壊もな力つだ。

地震の被害状況を得るだめに本部へ達絡しだガ電

話が不通であった。家族の安全を確保した後に自主

参集のだめ、いつもの経路で署へ向ガつだ。

道路に変化はなし、小浜で1件家屋倒壊があつだ

ガ、周辺には人影はなガつだ。

署に着くと警防課長ガら「無線ガ混信でだめや、

電話も不通、非番員の召集ガ困難な状態や、ガス漏

れ、家屋の留壊による生き埋めガ多数あるようだ。」

と告げられだ。

ガレージ内を見ると既にタンク車・救助工作車・

救急車は出場していだ。

これは自分が知らない所で多大な被害ガ発生して

いるのだと直感。先すは予備救急車 (53-KM)を

災害出場可能な状態にすべきと判断し救急用資機材

のパルスオキシメーターCBP306)を搭載、大災害

用にと三角巾・ガーゼ等を詰めだバックを積載しだ。

予備車での出場を坊向隊長以下4名であ願いして

自分は先発救急車 (51-KM)に乗車し出場しだ。

第1現場の中筋4丁目に向ガう途上にあいて、八

幡神社の倒壊、妙玄寺ガペっしゃんこ、道路(176号

線）はでこぼこ新建築であるはすの00自動車マン

ションの3階ガ1階になっているガ如くに傾き、そ

の南側住宅の家々のすさまじい堕壊状況を見て地震

の恐怖を改めて体感しだ。

救急活動は延々とつづいだ。この活動の中で感じ

だこと、思いに残ることは…

1 第1現場の傷病者は、現場到着時既に意識レベ

ル3-300（深昏睡）．暉吸停止・脈拍触知不能・

瞳孔散大・対光反射なし・ハートメイトECG(1じ＼

電圏）凡＼静止・下眼瞼結膜点状出血ガ観察され外

傷性窒患による死亡状態であつだ。この状態は他

の現場でも観られだ。家族に傷病者の状態及び多

くの人ガ救急車を持つていることを説朋し不搬送

扱いとしだ。

家族の心情を考えると後昧の悪い感はあつだガ、

トリアージ（患者の判別）の原則を考慮すると正

しい選択であると自分自身に言い聞力せだ。

一つ一つの現場ガトリアージの現場となっだ。

2 救命土が実施できる1鴎＼肺機能停止者への特定行

為は先の意昧ガら実施できない。電話ガ不通で医

師の指示ガ得られないのだ力ら当然実施できない

分けであるガ現行の法規制では目の前で停止して

も活用できない。当活動時に、もし目の前で1雌＼肺

停止になつだなら価しい思いをしだであろう。

救命土を有効に活動させるだめに法の改正を強

く望むところである。まだ、このような大災害時

には通信指令室に医師の派遭を求め、救命土への

指示を願う体制ガ應＼要であると思つだ。

3 救急告示病院を初め、宝塚市内の医療機関の全

ての医鑓看護婦等医療機関関係者に感謝。死者、

重症患者など多数の傷病者を処置中にも拘らす、

電話速絡する事なく救急車等で搬送しだ傷病者を

快く受入れいだだいだ。どの病院も野戦病院の如

く活動されていだ。

4 生き埋め者を救助しだ救助隊員、警防隊員に拍

手。苦い思いをしだ現場もあっだようだガ、救助

された傷病者を引き継＜際には我が中間に拍手を

送りだい気持ちで一杯だっだ。

市内栄町1丁目 9番地先の共同住宅留壊現場

で、生き埋めになっている22オの女性を栄町小隊

と協力して救助しだ。（私ガ経験しだだだ一つの救

助活動）

令、余震ガくれば皆生き埋めだなと思いなガら

も救助する手に力が入っだ。彼女の体ガ梁力ら抜

けだ時は、こちらの体ガ震える興奮を覚えだ。

5 避難所へ応急処置用資機材を早期に備えるべき

であり市職員、市民に応急処置を普及しこれを活

用できるようにしなければならない。ある避難所

にて救急要請ガあり出場しだ。足首を捻挫しだ男

性であつだ。この程度で救急車を呼んでと思って

いだガ、三角巾で固定処置をしてあげると「これ

で良い、楽になつだガら他の人のところへ行って
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下さい。」と言われだ。（心の中でさつきはごめん

と謝つだ）この不搬送例ガらそう思つだ。

この地震を通じて学ぶべきことは、イ目人的にも

組織としても多くあつだことと思う。まだ、自然

の力の巨大さと人の弱さを再朦識できだことは不

幸なことではあつだガ我々消防にとっては貴重な

経験であつだと思う。

同じ悲しみをしないだめ、反省すべきところ及

び見匿しすべきことには積極的な取組みをし、改

善せねばならないと思う。助けられる生命を助け

られるように．／。

「頼もしい市民の顔、顔、顔…」

西消防署詈防第1係消防司令補安谷智治

何ガ起こっだの力言葉では言い表せない何とも不

気昧な轟音、そしてその直後に物凄い縦横への揺れ

ガ起こっだ。家ごと何処力に持つていガれそうな感

じ、家財は家の中で好き放題に暴れ家族の身を襲つ

ていだ。

長男は、落下物で額を負傷し血を流している。長

女は、タンスの下敷きになっていだ。タンスを除去

してやると無傷であつだ。妻も自分もあ陰で無傷で

あつだ。

大きな地震であつだガ、家族全員の生命への危険

はな力つだ。地震＝火災と直感し、家族に出勤する

旨を伝えて家を出だ。出勤途上家族の顔ガ浮ガび後

ろ髪を引かれる思いがしだ。しガし、私の仕事を理

解してくれていることを信じ署へ向ガう足を速めだ。

署に着くと、当務員の残留は1名し力あらず、他

の当務員は全員出場していだ。

受付には、多数の負傷者、ガス漏れによる出動要

請、家屋個壊による生き埋め者の発生に伴う出動要

請のための駆け込み者ガ来ていだ。

残留者とこの対応に当だつだガ、出動しだくても

1台編成するだけの人員ガいない。「爆発しだらどう

する、責任取れよ」「何回も来てるのに何時きてくれ

る、見殺しにする気ガ」等の罵声を浴びるガどうし

ようもない。

正にパニック状態であつだ。負傷者は事務所のソ

ファーで休んでいだだいだ。

ガス漏れ、家屋倒壊現場は應＼死に記録した。残留

者に記録しだ内容を通信室へ報告するよう指示しだ。

過信指令室から何度ガ救助出動の要請があつだガ、

非番員の出勤ガままならない。出動体制ガ整つだの

は、震災力ら1時間以上経過しだ7時50分であつだ。

出動人員は5名、 1台で出動しだ。場所は市内仁

川月見ガ丘の共同住宅で生き埋め者ガ6名発生して

いだ。

現場到着して、直ちに救出活動に当だっだガ、 5



名という人員そして手持の資機材で立ち向ガうには、

余りにも大きすぎる瓦礫の山であった。救出活動は

難行することは避けられな力つだ。ュンボ等の重機

があればなんとかなるガそれを求めても直ぐには揃

えるのは無理であろうと判断。付近の人々に頭を下

げ協力を求めて人洒戦術で対応しようと考えだ。

平素であれば野次馬であろう人々ガ快く協力して

いだだけだ。最初は、 3~4名であつだガ作業ガ進

むにつれて20~30名の協力を得ることガできだ。こ

の人泡戦術で6名を救出することガできだが残念

なガら2名は既に死亡状態であつだ。
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引き続き、休む間もなく市内を救出活動のため東

奔西走しだ。この救助現場活動で感じだことは…

1 消防1小隊の4~5名では何もできない。

2 救助活動に際しては、重機ガ應＼要である。

3 非番職員の参集ガ遅れだ。

4 市民協カガ有り難ガつだ。

5 死者搬送車の確保。

6 無線ガ輻餞、情報収集、指揮命令等ガスムーズ

に行うことガできなガつだ。

7 自主防災組織の助要性。

8 長時間の活動従事のだめの燃料の確保。

等々であつだ。

今後このような災害はあってほしくないガ、自然

の力は何処に潜んでいる力分力らない。皆無とは決

して言えない。同じ轍を踏まないだめの取り組みガ

助要であると思う。

「女子大生救出」

西消防署栄lllJ出張所警防第1係消防司令補 上：圧］ 秒火弐ミ

今回発生しだ直下型大地震では、多数の災害現場

に出動し、さまざまな体験をしましだがその中で

一番印象に残っているのガ、栄町1丁目にて発生し

だアパート悟壊による生き埋め事案です。

内容は、地震発生当日の午前9時ごろ、当務員は

すでに災害現場へ出動しており、非番員3名で待機

していだところへ、一人の市民ガ「アパートの下敷

きで女性ガ生き埋めになっている。」との駆け込みガ

ありましだ。

私は、隊員と一緒に現場に急行し倒壊建物を見だ

ところ、 1階部分は完全に個壊し、 2階部分は1階

部分に折重なるように崩れていだガ、辛うじて残存

している状況でありましだ。我々は早々検索のため

屋内外をくまなく調査しましだが助けを求めるよ

うな声をキャッチできな力つだので、我々は他の現

場の状況を無線で傍受し一旦は引き揚げようと考え

ましだガ、アパートの所有者ガ「確力、 1階に住ん

であられる女子大生ガ生き埋めになっているので助

けてあげて下さい。」と涙まじりで助死に訴えてきだ

ので、我々は再度検索を試みようと留壊しだ屋内に

進入し、大きな声で「いる力。いだら返事をしろ。」

と呼び掛けだところ、押し潰されだ瓦礫の下力ら「助
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けて」と女性の力す力な声を聞き取ることガできだ

ので、隊員は屋外で状況を見つめていだ市民、市職

員に対して「いだぞ」と大きな声で知らせ、直ちに

救出活動を開始することとなつだ。

最初は、どのような方法で瓦礫を除去しよう力と

困惑しましだガ、現場には十分な資機材ガ整つてい

な力つだので、人力で活動しなければならないこと

を頭に置き、先ず2階部分の床を剥ガすこと力ら始

めましだ。作業する隊員も少なく、体力にも限界あ

ると感じていだ時、市の指定業者である月山建設の

作業員ガ到着してあり、この人達の労力を借りる事

にしだ。迅速、安全に作業を進められるのを見て、

常日頃力らこのような作業に従事されている力らだ

ろうなと感l駅＼する一幕もありましだ。

我々は、従業員と協力しなガら活動を実施し、そ

の状況の変化に伴い本部通信指令室へ逐次報告と救

助廊援要請と負傷者の搬送準備を整えてあくだめ、

救急車の事前待機を要請しましだ。

救出活動は続いているガ、作業をする者の疲れは

隠せない。時間ガ刻々と過ぎて行き、生き埋めの女

性の安否も気ガカりとなり「頑張れよ、もう少しの

辛抱や、絶対助ける力ら」と姿の見えない要救助者

に、一lじ＼同体の気持ちで勇気づけの言葉を力けなガ

ら、状況を確認するガ、時間ガ経過するにつれ、声

ガ小さくガすれ声になり衰弱している様子が司えだ。

救出活動する者にとっては、気ばガりガあせり一向

に作業ガ進まないことに腹立だしさを感じてきまし

だ。

そして活動ガら2時間後、 2階床のはぎ取りガ終

了しだ時ようやく1階部分ガ見えましだ。

隊興の「いだぞ．／」という声に全員ガ「よっしゃ」

と声を揃え「もう少しや頑張つて全力で続けよう。」

と改めて協力を促しましだ。

それガら1階部分の収容物を掘出し始めだガ、部

屋中に沢山置ガれだ荷物ガ押し潰されており、作業

は困難を極めていましだ。

し力し、要救助者の姿を見て「恐怖l伽＼ガら早く解

放させてあげだい」と思えば気を緩める事はできな

いと隊員に命令し、使命感を奮い立だせましだ。

そして、 3時問後全員の協力と努力で無事に救出

し、救助活動に協力していだ救急隊に引き継ぎ、救

命土による適切な応急処置の後、最寄りの病院への

搬送となりましだ。

このような体験の中で、救助活動を行う者同志の

団結協調性、責任感ガいかこ大切であるカガ立証さ

れあらだめて再認識させられましだ。

まだ、資機材ガ不足していても工夫をすればどの

ような状況下であっても対処できるものであると痛

感しましだ。このような気持ちの中で、瓦礫の下で

恐怖との戦いだつだ要救助者の救出しだ時の安心と

非常に感謝し喜んでいだ美しい顔を合も忘れること

はできません。

「市民の罵声を力にl!」
西消防署南団出張所警防第2係消防司令補 そ5i家 芽［一

平成7年1月17日午前5時46分ごろ、自宅の2階

で寝込んでいだところ、ドドーンと突き上げるよう

な揺れを感じだと思つだ途端、家具ガ倒れ問一髪で

隣室へ逃げ込んだ。揺れガ治まるまで待つだ。数10

秒間揺れだ後、家族 (4人）全員で1階へ降りだ。

1階の各部屋は家具類の転倒、テレビ等の落下、

食担類の散乱である。この時、初めて地震の恐ろし

さを知らされた。 1階の非常用電灯を持つて、全員

で屋外に出だ既に近所の方は屋外に避難していだ。

怪我人はなガつだ。まだ、家屋の留壊はな力つだガ、

屋根瓦ガガなりすれている家屋は数軒見られだ。間

もなく消防車両のサイレンの音を耳にした。

家族に何時帰れる力分ガらないことを告げ家を後

にしだ。

1日の塩瀬門戸の荘線を南進して行くと、小林付近

一帯で屋根瓦の落下、塀の倒壊、電柱の倒れ等横目

で見なガら南部出張所に到着しだ。

出張所に着くと既に車両2台（タンク車、ポンプ

付き梯子車）ガ出動していだ。



非番員2名ガ出動してあり、最低人員4名はまだ

そろつていない。先に出動した識員ガ、住民の駆け

込み通報を記録している。文化住宅が到壊し、生き

埋めになっているという内容だつだ。

この情報をもとに現場に行くことにしだ。その時

点で5名ガそろつだので、その現場に向ガつて出動

しだ。

先程の情報を確力めるだめ、付近の避難者に手当

だり次第聞き込みを実施しだ。

生き埋めの確信ガとれだのは、乗用車ガ路上駐車

されていだことである。これで90％現場に要救助者

は居ると判断しだ。

隊員4名と救出活動を開始しだ。倒壊建物の隙閻

へ大声で、時にはハンドマイクで呼び掛けるガ応答

はない。隊員は、瓦礫の山となつだ木片や瓦を撤去

していくガ、時問ばガり費やすだけで進展ガ見られ

ない。車両には有効な資機材ガ積載されていない。

人力だけでは何時間カカる力予想もつ力ない。そ

れに隊員の疲労も考えなければならない。これでは

お手上げである。周囲ガらは野次馬の「消防何やっ

てんねん、早ようせん力い」の罵声ガ耳にとびこん

でくる。惜しい思いで一杯であるガ、根気よく作業

を続けだ。

情報ではベットに寝ているとのことであつだので、

このベットを捜すことに専念しだ。

作業を継続していると応援隊（救助工作車）ガ到

着しだ。チエンソー、ノコギリ等を活用しベッドの

発見に漕ぎつけだガ人影は発見できなガつだ。丁寧

に瓦礫を除去しているとベッドの上に足首を発見し

だ。呼ぶガ返事はない。隙間ガないので引つばり出

すことはできない。クレーンを活用させ何と力身体

に傷を付けないように救出しだが既に死亡状態で

あっだ。

悔しい思いをし悲しい結果となつだガ、隊員は良

くやってくれだと思う。隊員達に感謝しだい。重機

類の配備等を切に望む。
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「突然自の前が真つ白に！」

東消防署救急第1隊消防司令補梶本和夫

当日、私は東消防署の救急仮眠室で仮眠中であっ

だガもの凄い地響きと共に、激しい上下左右の振動

で飛び起き、一瞬、何ガ起こっだの力分力りません

でしだ。

それガ地震であるという事に気付いだのは、しば

らくしてからのことでしだ。なぜなら、いまだガつ

てこれほどの大地震を経験したことガ無ガつだ力ら

である。

事務所内の惨櫃だる状況を見て、とっさにガレー

ジ内の救急車をはじめ消防車両は無事力ということ

ガ頭に浮ガび、駆け降りてみますと既に受付勤務員

の手によってシャッターは開けられ、全車両ガ無事

であることを確認して一安1馴＼しだ。

それから外の様子を見回しだガ、まだ薄暗さの中

に見えだ風景は別段いつもの「それ」と変わりはな

力つだ。

数分後、付近住民らしき人がl荒てだ様子で駆け込

んで来て、受付勤務員に何力を訴えているようでし

だガ、丁度、その時に救急出動指令が入つだだめ、

受付の方はあまり気にもとめす、救急車に乗り込み

救急現場に向ガつだ。出動途上はまだ薄暗く現場に

着くまでの間は、「大きな地震だつだな」という程度

の認識し力な力つだ。
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突然、走行中の救急車の前ガ「真っ白」になつだ

ので停車するよう指示しよく目をこらして見ると、

あだガも道路の真ん中に「家」ガ建つている力の如

く、 1到壊家屋の2階部分の外壁ガ救急車のヘッドラ

イトに照らされて「真つ白」に見え道路中央へ崩れ

落ちていだのである。

この光景を目のあだりにして初めて、私をはじめ

他の2人の隊員もようやく「事」の重大さに気付い

だ。すると、その倒壊している家屋の横手力ら「こ

っちゃ、こっちゃ．／」と叫ぶ声ガ聞こえだ。

道路は倒壊家屋で通行できない状態、車をUター

ンさせ、迂回しなガら現場に到着しだ。そこには、

近所の人達が数人で倒壊家屋の下敷きになっている

「人」を救出している真つ最中であつだガ、い力ん

せん、倒壊家屋ガ重くてどうしようもない状況であ

つだ。

救急車に積載してある物で利用できる物を物色し、

全員でどうにガ救出することガできだ。

まだ、もう1人ガ下敷きになっているとのことで

あつだがその人はどうやら出血しているらしく「血」

だけを確認できだガ、その姿は全く見えな力つだ。

私は、この状況では救出するのに何時間tJ'かるカ

分力らないし、それに救出しだ怪我人を一刻も早く

病院に搬送しなければならない旨を説明し、幽吋、

救出部隊をこの現場に差し向ける用に無線で本部に

連絡する力ら、残つだ人達でなんとガ救出を続行し

てくれるようにと要請して病院へ向力つだ。

この時点では、まだ幹線道路は空いていて、支障

なく病院に到着することガできた。ガ、病院の方ガ

大変な様子で、既に多数の怪我人が力つぎこまれて

あり、まだ、処置室は医療資材ガ床の上に散乱し、

通路は力つぎこまれだ怪我人であふれ、まるで野戦

病院の様相を呈していだ。

それ力らというものは、本部の通信指令室ガら次

カら次へと救急出動指令ガ指令され、こちらガだっ

だ合、指令されだ現場に向力う途中に、既にその次

の現場を指令してくる有様であつだ。
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まだ、現場に着いても、その現場ではまだ下敷き

になっている怪我人は救出されておらす、救急隊も

救助救出部隊と一緒になって救出活動に当だつだり、

ゃっとのことで瓦礫の下力ら救出しても、既に死亡

状態であつだり、救出状況いガんによっては、その

次の現場に向ガうといつだような事ガ度々であつだ。

この頃力らは、市内の幹線道路は無論のこと、道

路という道路は車で埋め尽くされ、現場到着の遅延

ゃ、病院到着の遅延ガ目立ち始めだ。

まだ、本部力ら指令されだ現場に向ガう途中に、

突然救急車の前に住民ガ飛び出してきて車を止めら

れ、家ガ倒れてその下に子どもや老人ガ下敷きにな

っている力ら何と力してほしいと懇願されることも

あつだ。

その現場に行くと、ペシャンコに潰れだほぼ中央

辺りに下敷きになっているとのことでしだガ、我々

救急隊員の3人では、いガんともしガだい状況であ

り、その場力ら無線で本部に救助部隊の派遣を要請

しだガ本部ガらの返答は「全ての部隊は出動中であ

る」とのことで、仕方なく住民にそのことを告げ、

とにガく市内全域ガこのような状況にあることを説

明して、その場にいる人達だけで救助に当だってほ

しいと告げ、本部ガら指令されだ現場に向ガわざる

を得な力つだ。

救急車には、怪我人を手当てする資機材は積んで

いるガ、このような場合に役立つ救助資機材はほと

んどなく救急隊員と救助隊員を兼任しなければなら

ない状況であるのに専門の救急では6馬力出せても、

専門外の救助の方はだっだの3馬力し力でない。圧

倒的な瓦礫の量に3馬力の無力さを感じ、歯痒い思

いをしだ。

この歯痒い体験の中力ら感じだことをまとめると

1 救急隊も生き埋め者の救出活動ガ優先し、まだ、

道路渋滞や倒壊物による通行不能箇所も多く、結

果的には有効な救急活動ガ行えなガつだ。

2 家屋倒壊現場では、救助するだめに取り除力な

ければならない家屋構築材の量ガ圧i到的に多くて

長時間を要することと、救出作業時間短縮のだめ

には有効な手段（例えば、大型の重機）ガ此9要な

こと。

3 通信回線（電話）ガパンク状態であっだだめ、

各病院の受入状況についての情報ガ全く得られす、

病院収容について混乱ガあつだ。

4 このような同時多発災害は過去にあいて例ガな

い。「救急」、「救助救出」、「火災の消火」、「ガス漏

れによる警戒」等の各種同時多発災害の対応の難

しさを痛感しだこと。

5 今回の地震で、ガス漏れ事故は多数発生しだが、

これガ原因の火災は0件であつだことは特筆すべ

きことである。

6 自主防災組織の重要性を痛感しだ。

等々 である。

阪神大震災に思う

西消防署救助第2係消防司令補匹i 和光

この度の震災に際して、消防職員固人個人はそれ

ぞれ100%、200％の力を発揮し活動しだ。自らの使

命感と市民の要請に駆り立てられ、体力の限界に近

い活動であつだ。し力し、そこまで頑張つだ職員の

訓こ共通しだ無念さガ充満していると思われる。「人

員ガもつといれば情報ガ早く正確に伝われば、資機

材ガもっと充実していだら」など個々の力では、ど

うしようもない事態に直面し、唇を磁み悔し涙を流

しだに違いない。

将来、この宝塚市を同程度の災害ガ襲つだ時、今

回より一人でも多くの命を救うだめ施設、装備面、

組織面で強化を國り、真の防災拠点を確率する應＼要

ガある。

「施設、装備面」で特に強く感じだのは、

(1) 災害に強い庁舎。

(2) ユンボ、クレーン等の重機の配置と調達ルート

の確立。

(3) 資機材の充実。

以上の3点であろう。

87 



88 

「災害に強い庁舎」については、当市の庁舎は築

後10数年でまだ新しく、阪神間の各消防本部の被害

状況力らみれば少ない方であつだガ、被害の多力っ

だ庁舎の例をみれば、ドアの開放ガできなガつだ。

ロッカー等ガ留れだ。消防車両ガ移動しだ。その他

数多くの被害ガあり出動体制に支障をきだしている。

「ユンボ、クレーン等の重機」については、当市

消防本部には保有してあらす、今回の震災のように

多置に此＼要となった場合の調達ガスムーズに行われ

るよう調達ルートの確立ガ急務である。救助現場に

到着し、重機ガ無いだめ、諦めて後まわしとなっだ

現場や長時間を要しだ現場ガ多くあり悔やまれてな

らない。

「資機材の充実」は、消防職員が使用するだけで

なく、今回の災害では市民力ら「スコップを貸して

くれ、バールはない力、ジャッキガ此＼要だ」との声

ガ多力つだ。多くの市民ガ、家屋の下敷きになつだ

人を自分達で救助しようとしだガ道具ガなく、手を

こまねいだケースガ多発しだ。そのだめにも従来の

水防倉胴と同様のものを市内各所に置き、災害の時

に自由に使用してもらうようにすればと思う。

その他にも組織面で特に感じたのは、「職員数の不

足」である。

今回の震災で、他市では、団員の方ガ過労死され

る事態ガ発生し、マスコミは不眠不休の活動を大々

的に報じ、ある意味で「美談」として取り上げだガ、

い力なる災害であっても生身の人間ガ仕事をする以

上、不眠不休であってはならす、まして「美談」な

ど有り得ないと思われる。大きな災害であればある

程適切な□ーテーションで現場活動ガ実施できる人
員の確保ガ此＼要であろう。

その他、反省点をあげればきりガないほどである

ガ、多くの消防職員、市民の方の声を聞いて、災害

の無い街の真の防災拠点作りを一日も早く築いてい

きだいものである。

「悲痛の声119番」
消防本部適信第1係消防司令補薮内 和雄

私は、深夜の勤務を終えて待機室で仮眠中であっ

だ。突然、「ドスン・ガタガター」異様な音と共にベ

ットガ上下に、続いて左右に揺れだ。｛本ガベットカ

ら落とされそうになる。ベットにしガみ着き揺れガ

治まるのをまつだ。揺れガ治まつて力ら当務員全員

ガ事務所に向ガつて飛び出しだ。勤務者を初め、全

員の安全を確認する。

庁舎内は、停電状態のだめ朝の光ガ頼りである。

幸いにも指令台・無線統制台・防災情報総合表示盤

は固定され耐震設備ガ施されていだので阻壊、移動

等は無く無事であつだ。

指令台の “119’'番着信専用回線は、全回線ガ点灯

し呼び出し音ガ指令室を占拠してしまつだ。

通報を受信しだガ、善信音及び他の通信員の受け

答え等で通報内容ガ聞き取りにくい。このだめそれ

ぞれガ甲高い声となる。受信内容は、「家屋抱壊によ

り生き埋めになつている」、「ガスガ漏れているのカ

ガス臭い」、「怪我人がいる、救急車を頼む」、等ガ主

であっだ。

6時ガら7時頃に力けて非番員ガ出勤してきだ。

そして119番受信回数も徐々に減少してきだ。遥信室



内もこれにつれて落ち着き始めだ。

この頃の119番の受信内容は、「ガス臭い、何度も

通報しているのに…。」、「生き埋めガいるのに何故、

助けに来ない。」等の苦情ガ多くあつだ。我々も「分

力りましだ。直ぐに出動させます。」と言ってあげだ

い気持ちで一杯であつだ。し力し、既に全車ガ出動

中であり、救出活動も時間を要している状態であっ

だだめ、ガス漏れについては、大阪ガスヘの通報は

無論のことであるガ、元栓の閉栓を指示しだ。負傷

者の発生については、病院紹介と自家用車等での搬

送を願った。生き埋め者の発生については、できる

だけ早く行く旨と近隣者による救出活動を願つだ。

残念に思う気持ちはあれど、現有の消防力を遥力に

越える大惨事であることを考えれば、市民の力を頼

る対応とならざるを得なガつだ。

当日の119番受信回数は1,400件を記録。通常時の

20~30倍を計上した。

通信員は、災害現場を自分達の目で見ることはな

力つだが受話祖の声ガら宝塚市内の被害の大きさ

を想像することガできだ。

この地震災害活動等の経験を踏まえて、以下のと

あり改善策ガ取られだ。

先す消防本部では、過信関係施設の耐震性強化策

として、各種通信機器の非常電源等の強化が行われ

だ。

まだ無線装置については、平成8年度で消防無線全

国波が2波増殷されることとなり、現行の1波と合

わせて3波体制ガ整備されることになっている。

更に市の事業としては、地域防災無線ガ設備され

ると共に、災害情報ネットワークシステムガ整備さ

れる。

この端末拒は、勿誦消防本部通信指令室に設置され

ることとなっている。

一方県では、通信衛星ネットワークシステムに合

せて新に、災害対応総合情報ネットワークシステム

も設置されることとなり、消防本部通信指令室でも

運用を開始することとなっている。

「涙をこらえて防災活動」

宝塚市消防団消防団副団長古男！ 宏之

以前に放火事件ガ続いて力ら、田に言われて2階

の道路側で寝ている。 1可力気配を感じ窓を開くと、

遠距離まで見渡せ、音にも敏感に反応することガで

きる力ら。

私は、あの日5時半にトイレに立ち、もう少し寝

られると布団の中でうつらうつらしていだ。

突然強い揺れガ襲つてきだ。 2・ 3度突き上げら

れ、東西の横揺れガしばらく続いだ。ゴォーと言う

怪獣の雄叫びの様な音に続いて、ガタガタと言う凄

まじい音で始まつだ。木の癒じれる様な音、ガラス

や金属ガ擦れる音等が混じっていだ様にも思う。

2階での衝撃は、フライパンの上で弄ばれている

様な強いもので、片膝ついて耐えだ。

本震は20秒程度 (I叫＼理的に感じた時間は逹力に長

いものだった。）だっだと言うガ、この間、火事、飛

行機の墜落等さまざまなことを思い浮カベだ。やっ

と我に愚り窓を開け辺りを見渡しだが大しだ被害は

ない様に判断しだ。下はどないなもの力と家族に声

を掛けると「真つ暗やけど大丈夫、恐ガつだ。」と返

事があり、直＜階段を降りた。やつばり関西は震災

のない良い所だとこの時は思つだ。

多くの団員と、市民会館近くまで来だ時、これは

89 



だだ事ではないと、音節に冷だいものガ走ると共に

昂ぶる心を押さえることができな力つだ。山に赤肌

ガ目立ち、道路の下を巨大なもくらガ走つだ様な亀

裂、箕で籾殻をひさびだ様に屋根瓦ガー塊になつだ

異様な光景を目の当だりにしだ。坂を下りて行く程、

堕壊家屋等被害ガ大きくなつて行っだ。

家ガペちゃんこになつているではない力。地下に

潜ろうとしている家、高所ガら飛降りそうな家、い

つも建物の陰で見えない背景ガくつきりと見える。

これは生き地獄ではないガ。無線で、「負傷者はキト

ワ状態」と言っている。人の生命はどうだろうかと

増々l叫＼配になってきだ。

二分団単位で救助にまわっだ。町全体ガ、崩壊等

で塵ぼくなっているうえ、輿をつくガスの異臭の中

を歩いだ。数え切れない緊急車ガ行き交う中、夢遊

病者の様になつだ被災者の人達ガ、りりしい団服の

男達を見て安1伽＼されだ様に感じだ。

酷い、柱も梁も用をなさす、コンパクトにだだみ

込まれている。食器等軽い物ガ外へ放り出されてい

る。足の踏み場もない。家具も寝具も見分けガつカ

ない程、何も力もめちゃくちゃ。直ぐに重機も廊援

に来ていだ。何十人の大人の力をもっても排除する

ことガできない。一つひとつめくる様にして取り除

いていつだ。「見えだ、あつだぞ．／」と言う声と共に、

作業はー暦慎重に迅速になつだ。じれつだい気持ち

を押さえる様に大声で、「前、後ろ、右、左。」とか

け合う様になつていだ。佛さんの布団の様な高級羽

毛布団に包まれだ、白髪の女性だつだ。壁土も一緒

だつだ。「あガん。」と誰カガ一言。「後は消防団ガや

ります。」と言うと、優しく救出してくれだ20名近い

人達も、道路に彼女を置いだまま次の人命検索へと

向力つだ。

波豆分団の消防車両を回す様指示し、沢山の警察

官のあられる場所へ走つだ。「こんな緊急時なんやガ

ら検死の應＼要ないねんけど。」と言いなガら、中堅の

人ガ来てくれだ。無線で指示を仰いだところ、「スポ

ーツセンターヘ搬送」との指示を受けだ。その頃に

は家族も側に来ていだ。布団に残っている赤土を払

いなガら腰ガ抜けだ様にして泣いていだ。「この様な

状態なので、消防自動車でスポーツセンターまで搬

送します。」と家族に告げ了解を取つだ。「福井君、

急くことはないで。安全運転で走行して。」と指示し

だ。この女性ガ車ガらすり落ちない様に、自分の全

身で幽I死に支えなガらスボーツセンターに向ガつだ。

スポーツセンターには沢山の人ガ寝ガされだいだ。

悲しみのあまり鳥肌ガ立つだ。いつまでも感傷にひ

だってあれない。手を合わせその場力ら去り西消防

署へ活動状況報告のだめ戻つだ。報告後、直ちに妙

玄寺への救出出動命令を受け現場に急行しだ。

3月5巳、皇太子夫妻ご出席の合同慰霊祭に出席

してあの女性の名前ガ読み上げられだ時、自分の親

を亡くしだ様な辛い思いで、涙ガ知らすに頬をつだ

ぃ、数珠を強く握りしめだ。

「私達の住んでいる所は震災は絶対にない」と思

い込んでいだことガ、初動の遅れにつなガつだ。家

の中、家の周囲の安全対策、屋内外では地震の時ど

うする力、非常持出品の準備等総点検をする此＼要ガ

ある。「喉もと過ぎれば熱さを忘れる」とならぬ様に

この20秒の貴重な経験を活ガさねばならない。
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「遺体の温りに無念の思い」

宝塚市消防団波豆分団長福本 言—
--、

それはあまりにも突然襲つて来だ。遍休明けとい

うことを除けば、いつもと変わらない平穏な一日ガ

始まるはすだつだのに……。

幸いにも家族に被害は無く、家の周辺も特に変わ

った様子も無くますはひと安Iじ＼。

携帯ラジオのスイツチを入れる。淡路島を震源とす

る非常に強い地震ガ発生し、淡路、神戸、阪神地区

に被害ガ出ていることを伝えている。その情報は非

常に断片的で事態の全容を我々に伝えてくれるもの

ではなガつだガ、末曾有の1可ガとんでも無いことガ

起こっていることだけは理解できだ。し力し、それ

以上は私自身の乏しい経験と知識では、いつだい何

ガ起こっているの力想像できるものではな力つだ。

午前7時30分頃、電気ガ復1日しだ。空ガらの映像

で火事ガ多発している神戸の街の様子ガ、テレビの

画面に映し出されていく。

午前8時、消防団長力ら出動命令。「宝塚市内ガ非

常に混乱している。消防長ガら出動要請ガあつだ。」

とのことであつだ。急ぎ、団員に連絡を取るガ、電

話ガな力なガ繋ガらす、分団萎具靡に集まったのは

私を含めて5名であつだ。西谷分遣所に全分団ガ集

結し、宝塚市内に向けて出発しだ。総勢60名くらい

であつだ。

午前9時頃、西消防署に到纏。 2分団力ら3分団

の合同チームを編成し災害現場へ出動することとな

つだ。．

波豆分団は長谷分団と売布方面で倒壊家屋の下敷き

になつだ方の救出に向ガう。現場ガ近づくにつれ、

留れだ電柱、盛り上ガつだ道路、脱線した電車や曲

ガり＜ねつだレールを目の当だりにして我々は、想

像を越えだ地震のエネルギーの物凄さを思い知らさ

れだ。カス漏れもひど力つだ。いだる所で刺激臭ガ

鼻を突く。

現場に到着しだガ、既に目的の家屋では下敷きに

なつだ方は救出され病院に搬送されだということで

あつだ。し力し、近くにまだ家屋の下敷きになって

いる老人ガいるということで、その現場に向かう。

消防救助隊の隊員2名ガ、既に救助に当だっていだ。

1階部分ガ完全に潰れ、 2階の窓力ら容易に家の

中へ出入りできるような状態であつだ。 1階で寝て

いだあ婆さんガ、梁の下敷きになっていだ。救助隊

員と協力して作業を進めるが非常に困難な作業で

あつだ。そのうえ、 II哲しいことには我々の火災を想

定しだ積載備品では、このような場合に有効に活用

できる物ガ非常に少なガつだ。

少しすつ柱や板を取り除き、やっとあ婆さんを梁

の下力ら引き出しだが、既に息絶えていだ。遺体を

自動車に乗せる時、私の手にはその体の温もりが感

じられだ。家族の悲しみを思うと殊更に無念さガ込

み上げてきだ。全員合掌で見送つだ。

次いで、川面の留壊家屋現場で救助活動中の中部

分団の応援に向ガう。ここでは、重機ガ1台救助活

動に当たつていだ。玩具箱をひっくり返しだように

材木ガ散乱して、どんな揺れ方をしだらこんなにな

るのガと思うほどであつだ。材木の下から女の人の

声ガする。「頑張れ、今直＜助ける力ら」と一番近く

で救助作業を行っている消防職員力ら声ガかけられ

る。重機で太い梁を材木ガ崩れないように慎重に吊

り上げなガら材木を取り除く。

約15,.__.,20名位で作業を行っているガなガな力捗ら

ない。

し力し、懸命の作業の甲斐あって助けることに成

功。我々の1駅＼も救われる心地であつだ。重機ガあれ

ばこその救助活動であつだ。

雲雀丘の阪急電車操車場横のマンションで火災発

生。急行するが到着時には鎮火。川面に戻る。交

通渋滞ガ酷い。

東西の道筋の古い木造家屋ガ軒並に被害を受けて

いる。ガス漏れも酷い、ガス漏れガ陽炎のように見

える。消防自動車は、遺体搬送のだめスボーツセン

ターヘ廻つだだめ、残った団員は徒歩にて移動する

ことにしだ。

しガし、我々の消防団員の制阪を見掛けると、「ガス
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漏れしている。なんと力してほしい。」、「ブロック塀

ガ倒れそうだ。人が近づ力ないようにロープを張つ

て。」など10mと歩力ないうちに声を掛けられる。 1可

とガしてあげだいという気持ちはあっても、我々に

できることは本当に限られている。十分なことをで

きないもどガしさを感じだ。例えば、ガス漏れの場

合、各戸の元栓は我々でも閉められるガ、本管力ら

のガス漏れは手のつけようガない。“ガス漏れ注意”

と貼り紙するのガ精一杯。

対策本部に指示を仰くだめ無線で遍絡を取ろうと

するが、なガなガ繋ガらない。この後、阪急清荒神

駅の山手で発生しだ火災現場で本隊と合流し、消火

活動を行つだ。西消防署に戻つだのは、午前3時頃

だつだろうガ。この日の災害救援活動は、以上で終

了しだ。

災害救援活動の手記の最後に、この日の感じだこ

とを記してあきます。

(1) 震災の後、消防団の活躍ガ認められ、消防団の

価鯉ガ最國識されだと闘きます。

し力し、私自身を振り返つてみますと震災当日

を含め消防団員として本当に十分な活動ガできだ

だろう力、自問自笞しています。突然のこととは

言え、不測の事態に対する備えは胞＼ずしも十分で

あつだとは言えません。今後は、万ガー、いざと

いうときのだめに充分な備えを）似＼ガけだいと思い

ます。

ミ

(2) 震災当日、消防団は2~3分団の単位で被災現

場を転戦しだわけですガ、今回のような同時多発

的な災害では、行政、消防、警察さらに自衛隊ガ

加わっても、交通事情の問題も含めて対応しきれ

ないことが非常に多くあると言うことです。

宝塚市の南部地域には消防団ガありませんガ、

このような災害の場合には、消防団のような地域

に密着しだ自衛の組織ガ非常に重要であると感じ

ましだ。

「必死の思いでエール」
西消防署 予防係 消防司令補 石橋 豊

「ドン・ガタ・ガタ・キャー・恐い、お父さぁん」

そう、これは紛れもなく今年1月17日早朝我ガ町、

阪神・淡路地域に未曾有の大災害をもだらしだ地震

の我ガ家の状況であり、私にとって長い1日の目覚

めであつだ。

第1撃で揺り起こされ、妻と子を力ばあうとする

ガ、あまりの揺れで立ち上ガることすら出来す、あ

さまるのを待ち長男を遍れ1階へ、続いて妻と二男

も駆け降りる。1月17巳といえば大寒を問近に迎え、

1年で日の短い最も寒い時期、直後は完全な闇の中、

時間すら分力らす恐怖感が募る。続いて起こる余震

にあびえる子供達をこだつの下に潜らせ、脱出口を

確保するだめ玄関戸を開けて周囲の状況を同ってみ

ると瓦はあびだだしく落下、楢木は割れ、単車・自

転車は倒れそのすごさを目の当だりにして、だだご

とてはないと感じだ。

一人まだひとりと近所の人ガ声を震わせながら互

いの安否を気づ力う。私は、とに力く「ガスをとめ

ろ」と、その人だちに告げ、数軒、家の戸を叩き状

況を確圏して回つだ。そして我ガ家の散乱している

ガラス破片等の危険排除を行い自転車にて出勤する。

途上にあいて、私の目に飛び込んでくるものは、

道路の亀裂、壁体の割れ崩れ、電柱の倒壊等信じら

れないような惨状である。交通量はほとんどなく、

静けさガ不気味に感じる。
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庁舎に飛び込むと2階のフロアーには誰もいない。

当務員はすべて市内あちこちで発生しだ現場に向つ

だのだろう。庁内の状況は、力なりのダメージを受

けている。机は四方にすれ、卓上の書類は何もガも

散乱し、更衣室内のロッカーは無残にも横だわり内

部ガ飛び出しだ他人の物と判別ガ出来ない。すぐさ

ま着替えて指令室に駆け込むと、署長力らの下命は

「とにガく1小隊を確保しろ。編成でき次第災対室

へ報告せよ。」であつだ。

通信指令室は、パニック状態である。活動中の各

隊との交信に加え、途絶えることのない119番通報の

対応に苦慮しきつている。

この時点で私ははつきりと、この地震による影響

は自治体消防隊の域を越え国家全体の組織力を要す

る大災害に至っていると思つだ。

2階へ戻ると一人まだひとりと参集して来ている。

「とにかく小隊を編成しろ」と人員確保を行う。 ＇ 

そして7名の小隊ガ編成されだ。我々小隊への出動

指令は、川面5丁目で7名の生き埋め救出であつだ。

第一線の車両は1台もなく、人員搬送車に手当り

次第の資材を積み込んだ臨時編成隊の小隊長として

の出場である。出場前力ら力なりの苦戦は予測して

いだ。出場途上では交通量ガふえており、場所によ

っては全く動力ない状況である。情報では、阪神高

速道の橋脚落下等あちらこちらで道路の寸断ガあり、

緊急自動車であっても思うように走行出来ないとの

事である。細心の注意を払いなガらの走行中、聞こ

えてくる無線交信は、現場活動隊同土の連絡ガ混信

する中、い力んともしガだい消防力の劣勢による後

続隊や特殊車両の要請等いすれも悲壮な内容ば力り、

この時の私には、いつだいどれ位のひとガ瓦礫や家

財の下敷きになっているの力想像等つくはすもなか

つだ。私ガ向つている現場でも状況ガどんなに不利

であっても応援隊の期待はます出来ないことを肝に

銘じなガら到着しだ。

すくさま、聞き込みを実施すると、 7名のうち5

名は先着しだ警官と住民により救出されており、残

り2名は個壊しだ家屋の下で力すガな声をあげて助

けを求めているガ、人力ではとうてい救出不能との

ことであつだ。

私は隊を2班に分け、それぞれの救出にあだらせ

だ。自身では崩れる虞の極めて高い家屋2階開口部

より内部への進入を計り、生き埋め者の生存の確認

を幾度となく繰り返して行う。救助隊の到着を知ら

せ元気づけるだめのエールを送り続けだ。各隊貴は、

應I死の救出作業を続けだガい力んせん木造建築物で

あっても棟木や垂木そして何百枚の瓦ガ乗っている。

そう易々と除去出来ない。 5分10分と時問ガ経過す

るガ有効な手立てガ見当らない。藁をも摺む思いで

救助工作車の要請を行うガ、指令室ガらの回答は「救

助事案は市内全域で発生している。工作車は他の現

場において救出活動中、現有の人員機材で対応せよ」

との内容ば力りである。

今自分の目の前で瓦礫の下に埋もれ、力す力な声

で救出を求める人を見殺しにできない。隊員には自

分達の力で救出する旨だけ告げ、勇気を奮い立だせ

だ。

15分、 20分と続けだ。この間にでも、もし火ガ出

れば生き埋め者2名の命はないだろう。私の心の中

では消防力に対する奢りや、震災に対しての無防備

等安心の上に胡座をガいていだ認識の甘さ、何より

もまして人閻の無力さをひしひしと痛感していだ。

し力しながら、次の舜間自分の目の前に光ガ差し

だように思われだ。ある作業員風の男性より「合、
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ュンボガこっちに向ガつている。運転者は、腕の良

い男だガら救出を手伝わせてくれ」との内容だつだ。

私はカガみなぎる思いであつだ。「これでなんと力な

る」と、 2名の内、ます、道路力ら奥まつだ方より

救出を始めだ。柱の1本、板の1枚を慎重に除いて

行く。何しろ何トンと言う重さガ生き埋め者を襲う

虞ガあるのだ。一旦除く度に声を力け生存を確力め

る。時間はガカるガ確実に近付ける。ようやく 1名

の体の位置を発見し、手掘りにて体全体を確保しだ。

45歳位の女性で、疲れだ様子はあるが意識は正常元

気である。この時点で市内の救急病院は収容不能で

あっただめ、隊員2名に市総合体育館の仮設救護所

への搬送を指示しだ。

続いてもう1名の救出を始めだ頃、消防団の1隊

ガ応援に来だ。出火に備えてポンプ車の放水体制を

確保するとともに、ユンボと人力による救出作戦に

あだり約30分でもう1名を救出しだ。再び仮設救護

所へ搬送しだ後帰署についだ。

再度の指令は、谷口町にあける救助者の搬送のだ

めで男性1名、女性1名ガ先着隊によって救出され

ていだ。し力しなガら、残念なことに2名とも既に

死亡してあり市武道館に設定されていだ仮設安置所

ヘ遺体を搬送しだ。ほんの1時問前には2名の救出

に成功しだ。し力し今度は犠牲者となつだ遺体の搬

送である。 I膨＼ガ痛い、隊員に遺体を大切に扱うよう

告げ出発する。

仮殷安置所には、救急車、消防車ガ次々と到着し

遺体を収容する。どうしても公用車ガ間に合わない

人はマイカーにて遺体となつだ家族を運ぶ。

昨日の晩まで会話をしていだ家族、もう話す事も

ない家族を一人まだひとりと搬lぶ人。涙ガ止まらな

い「どうしてこんな事ガ」と心の中で叫ぶ。人々の

その様子を見て隊員の言葉ガなくなる。「とに力く本

部に帰ろう」。

癌署後、活動を終えフロアーに参集する隊員の顔

を見る。どの顔も疲れガ伺える、連続の活動で疲れ

切っているのだろう。ガまだ新たな指令により出場

して行く。

私には現場活動とともに、調査の任務ガある。各

隊の活動状況をまとめる。その数字ガ増える度にや

り切れない思いとなる。今度の震災による死者が5,500

名を越えだ。世界でも例のない大惨事となってしま

つだ。都市直下型の地震の恐さは、以前より叫ばれ

ていだことであるガ、これ程までの被害を受けたこ

とによる地震に対する怒り、自然に対する怒りを覚

える。

だが、私はマスコミで放映される被災者の復興ヘ

の意欲、力、そしてそれを支えるボランティアの人々、

多くの全国の支援者等のやさしさを目のあだりにし、

不幸にもこの地震をともに経験した人々と、平成7

年1月17日5時46分の状況はい力にあった力、自分

達は地震に対してどう立ち向ガつだ力、人々はどの

ように頑張つだ力を語り尽くせるよう、前を向いて

一歩づつ進み、この時代を生きだことに誇りを持ち

続けだい。

「命の叫び！！」
西消防署救助第2隊消防司令補荏i握｝ 通i1了

川西市花屋敷にある共同住宅2階の自宅で就襄中

「グラ、グラ」ときだので跳ね起きだ。「なに、これ．／」

と叫ぶ妻に「地震や．／」と答えだ後は、木製の柱を

両手で露んで立ち上ガつだガとても動ける状態の揺

れではなガつだ。揺れガ収まるまでそのままの状態



で妻は、私の両足にしガみついていだ。寝室の鼈笥

と本棚は地震に備えて紐で縛つてあったので倒れな

ガつだガ、その上に置いていだ本15冊程度ガ枕の上

に落下しだ。

揺れガ収まつだ後に屋外に出ると、道路のマンホ

ールガ15cmほど盛り上がりプロック塀ガ個れガス臭

ガ漂つていだ。共同住宅8軒のガスの元栓を閉め近

所にマッチや蠍燭を使わないように伝えだ後、自宅

ガら半径50m周囲の住宅を見て回つだガ閲壊しだも

のはな力つだ。激しい地震だったが大きな被害では

なガつだなあと思いつつ帰宅し、ラジオのスイッチ

を入れだところ、淡路島と神戸で震度6と聞いて驚

いだ。

妻に食料や下着等を入れだ非常持出袋2祠を渡し

て、近所の人と一緒に避難所へ行くように指示し、

マイカーで出勤しだ。途中で川西市消防本部の消防

車ガ家屋個壊による生き埋め者の救出活動中である

ことを広報していだのを聞いだので、アクセルを吹

ガせだガ、信号が消えてあり、道路の所々に亀裂ガ

あつだので、西署まで20分程度カカってしまい、 7

時ジャストに到着しだ。

既に、先発のタンク車と救助工作車は車塵になか

つだ。当直係長に出勤報告しだ後、屋上力ら市内を

観察しだガ火災の発生している様子もなガつだ。持

参していだカメラで四方を撮影しだ後、この4月に

栄町出張所に配置される予定の新車のタンク車を始

動して出動準備をしだ。直後に、出動指令ガガガつ

だ。市内仁川月見ガ丘の共同住宅倒瑕による生き埋

め現場であつだ。出動隊員は、 5名である。私ガ機

関員として出動しだガ、仁川台へ至つだとき、道路

は陥没し、マンホールは浮き上ガり非常に走行し難

い状態であつだ。ようやく8時01分に現場到着しだ。

現場到着時に共同住宅ガ倒壊していだのは理解で

きだガ、どのような形でl到壊しているのガ判断でき

な力つだ。聞き込みにより 1階ガ北側力ら南側にガ

けて斜めに倒れてあり、その上に2階部分ガ乗って

いる状態であることが分力つだ。まだ、生き埋め者

は1階の北端に5名の田子、そこガら2軒目に老婆

ガ1名いることも分力つだ。付近の住民により既に

救出ガ進められていだ。 1階北端の部屋に入って2

階部分ガら呼び掛けだら小さな子供の声ガ微ガに聞

こえだ。生きていると分力つだので2階の収容物を

住民と共に屋外へ排出して畳をめくり床板を剥くこ

とにしだガ、新車の配置予定車には、バール、鳶口、

車両用ジャッキ、発電機、投光萎くらいし力道具ガ

なガつだ。鋸とチェーンソーガ欲し力つだ。

救助隊員になって24年間、常に救助工作車と救助

隊員とともに出動して救助活動をしてきだ私にとつ

ては、手と足をもぎ取られだl飢＼境であつだ。さらに、

オレンジの救助隊服を着ているのは私だけなので名

札の救助隊長という文字を確詞して、住民ガ期待の

声を掛けてくる。非常に辛い］叫＼境であつだ。

しかし、幸いにも、住民ガ協力的で鋸とチェーン

ソーガ調達できだ。チェーンソーを持つてきてくれ

だ人は、自身で床板を切断して救助活動を行っだ。

声のする真上の床ガら切断をするので、要救助者の

体を切らない力と）叫＼配しだが、すぐに建殷関係者だ

と判断できだので見守つだ。その人ガ双子の一人、

4歳の男子を最初に引き出しだ。顔は、埃まみれで

あつだが怪我もなく意識もあっだ。しばらくして、

2メートルほど離れだ所ガらもう一人の男子を救出

しだ。この時点で無線により救急車を要請しだガ、

通じないので付近の住宅の加入電話で要請しだ。
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その後、まだ瓦礫の下力ら声ガするので除去して

いくと、左手ガでてきだ。肘まで掘り出しだとき、

「頑張れよ、すぐに出してやる力らな」と声を掛け

て手を握つだら「早よ助けてくれ」と叫んで思いっ

きり手を叩ガれださらに掘り起こしていくと左肩ま

で出だので、よく観察しだら鴨居ガ丁度顔の上に乗

つだ状態で、あと1センチメートルでも落下してい

れば死んでいだだろうと思えだ。危機一髪の状況で

あること力ら、車両用のジャッキを闊ませて慎重に

作業を進めだので20分、 30分と時間ガ経過していっ

だ。助けを求める声も徐々になくなって、弱つてい

るのガ分力つだ。現場到着力ら約3時間経過した11

時過ぎにやっと11歳の兄を救出しだ。弱つていだガ、

この子も怪我はほとんどな力つだ。

後日、新聞記者力ら聞いだところ、この兄ガ双子

の兄弟に声を出して助けを求めるように言い聞力せ

て、励ましていだそうだ。

その後、同じ部屋ガら田親と6歳の妹を救出しだ

ガ既に絶命しており、体は硬直していだ。 5人とも

同じ6畳の和室で寝ていたようだガ、少しの位置の

違いで生死を分けだのである。生と死の境目を見だ。

佛署後は、救助工作車と救助隊員2名を得て、 14

時41分にサンビオラ5番館のエレベーター内に閉じ

込められている事故の救出に出動しだ。屋上の機械

室で手動でカコを7階に移動させて男性1名を救出

しだ。

次に、午前中力ら救出活動の続いている川面1丁

目の現場へ向力つだ。藁葺き屋根の1日家ガ倒壊して

いだ。市職員と消防隊等約30人ガ救出活動中であっ

だ藁屋根を破ってユンホでガレキを除去していだガ、

この現場では、要救助者の存在とその位置ガ曖昧で

あつだだめ難行していだ。関係者に対する聞き込み

を再度行い慎重に掘り起こしていだとき、ユンボの

爪ガ瓦礫をすくって上げガけだ瞬間に私の目の前に

髪の毛らしいものガ現れだ。緊急停止させ、少し掘

ると布団に入つだままの女性ガ死亡していだ。

直径50センチメートルの鴨居と家具等に押し潰さ

れだような状態であつだ。そこガらは、鋸を使っだ

手作業である。ようやく17時50分に救出しだ。合掌

して現場引き揚げし、 18時00分に滞署しだ。

帰署後、テレビニュースを観ていだら、午前中に

救出しだ子供達3人ガ大阪力ら力けつけだ父親に手

を取られて、避難所の体育館でインタビューを受け

ていだ。つくづく救助隊員をしていて良力つだと充

実感ガ沸いてきだ。数ガ月後に、この子供達ガ田親

の故郷である五島列島で、祖父田とともに元気に生

活していることを知り、「頑張れよ！！」と心の中では

げましだ。
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地域防災計画の課題

一阪神大震災の教訓を踏まえて考える一

神戸大学工学部教授

工学博土 室綺益輝

はじめに

阪神淡路大震災は、多くの教訓を私達に与えてく

れだ。その教訓の一つに、転ばぬ先の杖というか

備えあれば憂いなしというか災害に対する事前の

準備を決して疎かこしてはならない、ということガ

ある。いままでの地震に対する物心両面の備えの不

十分さが被害を増幅しだと考えられるガらである。

ところで、自治体にあけるこの備えの基本となる

のガ、〈地域防災計画〉だと言われている。そこで、

ここでは阪神大震災の3つの反省の上に、地域防災

計画と防災の備えのあり方を考えてみることにしだ

し＼。

災害危険を正しく把握する

今回の地震による第1の教訓は、正しい危険認識

ガ必要だ、ということである。

地域防災計画では、その危険認識の一助として、

災害像を被害想定などにより明確化することを要求

している。自治省消防庁ガ「地域防災計画の見直し

について」 (1987年）などの過達によって、防災アセ

スメント等を実施して地域の災害危険性を科学的あ

るいは総合的に把握するよう、繰り返し指導してい

るのもこのだめである。

にもガガわらず、多くの自治体tf大規模地震を前

提としだ被害想定については消極的であつだ、とい

う現実tfある。全国の地震観測強化地域（地震に関

する何ら力の異常ガ発見され、観測を強化すべき地

戚）及び特定観測地域（近い将来地震の起こる可能

性ガ高いと考えられる地域で、阪神間も含まれる。）

に存在する人口10万人以上の約130都市に対して、私

ガ1992年に実施しだ調査によると、地域防災計画で

地震を対象としだ計画を策定していない都市tf2割、

まだ策定していても被害想定を実施していない都市

ガ3割もあつだ。まともに被害想定をしていだ都市

ガ半数に過ぎなガつだということである。さら（こ被

害想定をしていだ都市（こついて、その内容を詳しく

見ると、直下型の地震を想定しているところtf15%、

震度6以上の地震を想定しているところtf34%、と

いう結果ガ得られている。つまり、神戸市や宝塚市

に限らず、多くの都市ガ今回の地震のような都市の

直下で激しく動く地震を、計画の前提としていな力

つだということである。

さてここで問題にすべきは、いかこ正しく被害想

定を行うかいかこ正しく危険を認識するかとい

うことである。このだめには、災害のリスクをその

頻度と強度の両面において捉える必要ガある。例え

ば、震度7という地震は滅多に起こらないガ起こる

と大変なことになる、震度5という地震はさほど大

きな被害をもだらさないガしばしば起きる可能性tf

ある、といつだように理解するのである。このよう

にリスクを理解しだ上で、その頻度や強度に応じて

災害への備え方を検討するのである。滅多に起こら

ないものについてはソフトを中心に、しばしば起こ

るものについてはハードを中心に、といつだ具合に

である。ここで確認してあきだいことは、滅多に起

きない力らといって、防災対策の対象ガら除外して

はならない、ということである。

巳本ではややもすると、「もんじゅ」の事故に見ら

れるように、極めて発生確率の少ない事象を「あり

えないこと」として黙殺する傾向にある。 1000年に

1回の大規模な地震こついても、同じように想定ガ
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ら排除する傾向ガあつだことは否めない。この想定

カら排除しだということガ、結果的に裏を掻力れる

ことにつなガつだのである。アメリカなどでは、核

戦争ガ勃発しだ場合や大統領ガ暗殺されだ場合など、

起こり得るあらゆる可能性を想定して、対策を考え

ている。裏を掻力れないようにするにはどうすれば

よいカガ、防災的な発想の規範になっているのであ

る。肝に命すべき反省点である。

神戸市の地域防災計画で、震度5強の地震を前提

としていだことが問題となつだガ、これも起こり得

るすべての地震を拾いあげる視点ガ欠落していだガ

故のことである。当時は、歴史地震のうち当該地域

に最大の震度を与えだものをもって想定地震とする

という慣行ガあつだ。この慣行に従って、姫路近傍

で起きだ山崎地震や枚方近傍で起きた伏見地震等を

想定地震として設定しだのであるガ、その結果ガ震

度5の強というものであつだ。なあ、同様の考え方

によって兵嘩県の地域防災計画において、宝塚市に

も震度5の強ガ想定されていだ。ここで問うべきは

過去の記録にとらわれて将来をみない経験工学の限

界であり、活断暦などの現実を冷静にみようとしな

力つだ非科学的な態度であっだと、私自身大いに反

省しているところである。

実行性のある計画をつくる

震災の第2の教訓は、計画は実行性のあるもので

なければならない、ということである。今回の地震

にあいて、地域防災計画があまり役立だす「絵に書

いだ餅」であつだ、ということガある。反省すべき

その理由として、以下の3点を指摘してあきだい。

その1つは、計画内容に具体性ガないことであっ

だ。計画の中には、努力目標や主観的願望は書ガれ

ているがそれを何時までにどのようにして遂行す

るガガ明確にされていないものガ少なくなガつだと

いうことである。つまり「できもしないこと」「やろ

うとしないこと」までも書き込まれていだというこ

とである。「職員は全員参集する、備蓄は3日分確保

する、火災は消火する・．．」と書ガれていても、

方法ガ具体的に示されない限り、それが達成される

保障はないということである。「00さんは、自転車

で、 00に参集するように」と、リアリティのある

形で「どのようにする力」を具1本的に示す賜要ガあ

る。

もう1つは、防災計画の内容ガ職員や関係者に徹

底されていなガつだことである。地震以前に、地域

防災計画を読んでいだ職員は非常に少なガつだと聞

く。ほとんどの職員は、地震の後になって初めて、

その内容を理解しだのではない力と思う。ここでの

教訓は、事前の教育や訓練によって、その内容の徹

底と習熱を函らなければならない、ということであ

る。これに関遍していうと、地域防災計画そのもの

ガ煩雑で判りにくい構成と内容になっていることも

反省しなければならない。地域防災計画に索引をつ

くるなど工夫すべきところガ少なくないといえる。

残りの1つは、計画を見直してより良いものとす

る努力を怠つていだことである。科学技術の進化に

応じて、まだ都市構造の変化に応じて、さらには防

災実践の進展に応じて計画内容は見直され更新され

るべきものである。そのだめに、防災会議を担年1

回は開催する建前となっている。ところガ、一部の

自治体を除いて一度作った計画をほぼ無修正のまま

に継承するのガ常道化していだ。北洒道南西沖地震

やノースリッジ地震の教馴をしつ力り学んで防災計

画を見直してあけば、今回の地震で防ぎ得だと考え

られる被害や混乱は少なくない。こうしだ教馴とす

べき地震に対して、ほとんどの自治体ガ調査団すら

派追していないのガ、現実であつだ。今後は、内外

の災害事例を学ぶとともに、訓練などにより実行性

をチェックして、絶えす計画を修正していく構えガ

應＼要であろう。

自主防災体制を強化する

震災の第3の教訓は、大災害時には行政をあてに

してはならない、ということである。神戸市などで

は、多数の火災ガ発生しだガ、その火災すべてを消

火するカガ行政にあつだかというと、地震時の同時



多発火災を考えて消防力の整備をしていないので、

とてもすべてを消火するだけの体制にあつだ力とい

うことである。同じように、生き埋めになつだ人ガ

2万人以上発生しだガ、それを即座に救出するに足

る体制ガ警察や消防などにあつだ力というと、これ

も答えはノーである。その結果、市民消火や市民救

助ガ大きな役割を果だすことになつだのである。ボ

ランティア元年といわれるほどに、今回の地震では

防災ボランティアガ活躍しだが、行政ガ無力であっ

だガ故にその出番ガまわってきだ、とみることガで

きる。

いすれにしろ今回の地震は、｛固々の力だけではど

うにもならす、まだ行政の力だけでもどうにもなら

ないことを教えてくれた。地域の人々ガ相互に協力

しあうこと、まだ行政と市民ガカを合わせることな

くして、大災害に立ち向力えないことを教えてくれ

だのである。淡路島の北淡町では、直ちに多くの人々

ガ救出され、被害の割には死亡者が少な力つだ。長

田区の真野地区では、地域くるみの消火活動ガ功を

奏して、密集地であっだにもガカわらす大火を免れ

だ。いすれも、地域のコミュニティを基礎としだ自

主防災活動ガ、有効に機能しだ例である。宝塚市で

も、地域くるみの救出活動の素晴らしい事例をいく

つも見ることガできる。

こうしだ教訓こ学ぶならば、自主防災体制の強化

を計画的に図ることガ求められるのは、単に行政の

力に限界ガある力ら、ということだけではない。「自

分の地域は自分で守る」という言葉ガあるように、

防災の原点ガ自治にあり自衛にあるガらである。自

主防災体制には、消防などの公的機関ガ来るまでに

即座に対応できるという〈即応性〉、何処に誰ガいる

ガなどの地域の事情をよく判つだうえで的確に対応

できるというく即地性〉、隣近所で力を合わせ助け合

うという〈連帯性〉、相互に注意しあって安全管理に

努めるという〈自律性〉といつだ、公的防災体制に

はない利点をもっている。この利点を生ガす意味で

も、市民の自覚とコミュニティを基礎に、地域の自

主防災体制の育成と強化に努めてほしい、と思う。

といっても、市民に防災を強制するものであって

はならない。市民ガ自発的、自覚的に防災に取り組

んでこそ、自主防災体制と言い得るガらである。そ

のだめには、行政と市民との、防災における正しい

分担関係、協力関係、信頼関係を打ち立てることガ

欠かせない。分担関係ということでは、行政の積極

的に防災に取り組む姿勢ガあってこそ、市民の防災

への積極性も生まれるものである。市民が行政任せ

にしてはならないように、行政も市民任せにしては

ならないのである。地域の防災リーダーの育成や防

災七つ道具の配備、さらには防災情報の提供など、

市民ガー人立ちできるよう後方ガら温ガく支援する

行政の姿勢ガここでは求められよう。

なあ、地域防災計画との関わりで言うと、計画の

中に自主防災体制の育成やボランティア支援の計画

を盛り込むことも大切であるガ、地域防災計画その

ものを市民に密着しだものに作りガえる努力を怠つ

てはならない。そのだめには、地域防災計画に市民

の意見を反映させることはもとより、学区や生活圏

ごとに市民防災マニュアルのようなものをつくり、

市民の自発性ガ発揮される計画とすることである。

おわりに

防災計画ガ優れだものであればあるほど、人命ガ

災害ガら守られ、被害の軽減ガは力られることにな

る。市民生活の安／騨＼確保にもつなガる。それだけに

震災の経験を謙虚に汲み取り、世界に誇りうる素晴

らしい計画ガ策定できるよう、市民的な運動の展開

を期待しだい。
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著）

著）

創遊営業部

阪神地区、淡路島を襲つだ兵塵県南部地震、この

地震で得だ貴重な体験と教訓を風化させることなく、

今後の消防防災行政に少しでも反映できだらと震災

2周年を迎えるにあだり消防活動の記録をまとめま

しだ。

この記録誌は、宝塚防火協会の絶大なご支援によ

り、発刊することガできだものであります。編集に

あだっては、消防活動に明け暮れ、写真等の記録ガ

殆どなく困難を極めましだガ、貴重な資料を提供し

てくださつだ関係各位に改めて感謝の誠を捧げます。

消防業務のあい問を見つけての編集のだめ、いだ

らぬ点も多々あろう力と存じますガ、今後の消防防

災行政推進のための資料となれば幸いであります。

最後に防災体験を手記として寄せていだだいだ消

防職・団員の皆さんと、貴重なご提言をいだだきま

しだ、神戸大学工学部教授室崎先生に、 1伽からお礼

を申しあげます。ありがとうございましだ。
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